
198
平成9年 223

平成11年

205
平成14年

187
平成16年

商店数

1,084
平成9年

1,082
平成11年

968
平成14年

953
平成16年従業者数（人）

2,026,424

平成9年

1,877,553

平成11年

1,539,005

平成14年 1,631,698

平成16年

年間商品販売額（万円）

広報うちなだ

もっと知りたい、伝えたい 大好き ! うちなだ !!

No.539
12

特
集　

シ
リ
ー
ズ
行
財
政
改
革　

そ
の
8

「
官
」か
ら「
民
」へ

〜
保
育
所
民
営
化
〜

D e c e m b e r , 2 0 0 7

内灘町の商業の推移
（商業統計より）

内灘町の商業の推移は平成 9年をピークに下降傾向を辿り、
平成 16年には年間商品販売額は回復したものの、
全体的に元気があるとはいいづらい状況です。
好景気といわれながらも、
個人の可処分所得が伸びていないといわれている現状や、
自動車社会のなかで他市町との生活圏の境目はなくなり、
町外で買い物をする方が増えているのも要因の一つでしょう。
それでも、この11月には、平成 2年に
計画が発表されて以来さまざまな変遷を経て、
ついに念願の大型商業施設がオープンしました。
また一方で、地域の既存商店も、
サンセットカード事業等、町を元気にする取り組みを
精力的に実施しています。
活気のある内灘町を皆でつくっていきましょう！
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今
年
4
月
、
白
帆
台
保
育
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
保
育
園
は
、
町
立
宮
坂
保
育
所
の
改
築
に
あ

た
っ
て
、
白
帆
台
地
区
で
民
間
保
育
園
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
民
間
事
業
者
が
国
・
町
の
補
助
を
受
け
、

施
設
を
建
設
し
、
運
営
を
し
て
い
く
も
の
で
、「
民

設
民
営
」
の
保
育
園
で
す
。
こ
れ
で
町
内
で
は
、
鶴

が
丘
乳
児
保
育
園
、
向
陽
台
保
育
園
に
次
い
で
3
番

目
の
民
設
民
営
の
保
育
園
と
な
り
、
保
護
者
の
働
き

に
合
せ
て
多
様
化
し
て
き
て
い
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
か
ら
報
告

昨
年
12
月
、
町
立
保
育
所
民
営
化
検
討
委

員
会
か
ら
民
営
化
に
関
す
る
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
町
で
は
平
成
25
年
度
ま

で
に
向
粟
崎
保
育
所
、
北
部
保
育
所
を
除
く

町
立
保
育
所
の
民
営
化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

	  	

民
営
化
に
よ
る

	

建
設
費
用
は

	
	

ど
う
な
の
？

A1
平
成
18
年
度
か
ら
公

立
保
育
所
に
対
す
る

国
か
ら
の
施
設
整
備
費
の
補

助
金
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
が
建
設
す
る
と

全
て
町
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

民
間
事
業
者
が
建
設
す
る
と

国
か
ら
の
補
助
制
度
が
あ
り
、

加
え
て
民
間
事
業
者
の
資
金

も
充
て
ら
れ
ま
す
。

町
が
建
て
た
場
合
と

民
間
事
業
者
が
建
て
た
場
合
の
対
比

実
質
負
担
で
は
、
町
が
4
2
，
0
0
0
千
円

と
民
間
事
業
者
借
入
れ
分
の
4
2
，
０
０
０
千

円
の
計
8
4
，
0
0
0
千
円
で
施
設
の
建
設

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
設
年
度
で
は
、

町
が
4
2
，
0
0
0
千
円
の
み
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

老
朽
化
が
進
む
町
立
保
育
所

現
在
の
町
立
保
育
所
は
、
向
粟
崎
保
育
所

を
除
け
ば
、
全
て
築
30
年
を
過
ぎ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、施
設
の
老
朽
化
と
0
歳
児
保
育

な
ど
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
が
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成

16
年
度
か
ら
町
立
保
育
所
に
対
す
る
国
か
ら

の
運
営
費
が
年
間
約
7
千
万
円
減
額
さ
れ
る

な
ど
、厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 町の補助制度で、民間事業者が一旦借入れを行い、町がその元金、利息を補助します。

Q1

町が建てた場合（公設）民間事業者が建てた場合（民設）

白帆台保育園施設を背景に
公園で遊ぶ園児

定員120人規模の保育園建設の例

建設工事 206,000千円

設計監理 6,000千円

備品購入 14,000千円

合計 226,000千円

町負担額 42,000千円
合計 226,000千円 合計 226,000千円

町負担額 42,000千円

町負担額 226,000千円

国負担額 84,000千円

民間事業者負担額 58,000千円

町立保育所民間保育園

※

特
集  
シ
リ
ー
ズ
行
財
政
改
革　
そ
の
8

「
官
」か
ら「
民
」へ

〜
保
育
所
民
営
化
〜
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Q2	
保
育
サ
ー
ビ
ス
は

	
ど
う
な
る
の
？

A2
民
営
化
し
て
も
町
が
保
育
行
政

と
し
て
の
責
任
主
体
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

Q3	

民
営
化
後
の

	

保
育
所
の
配
置
は
?

A3
１
箇
所
あ
た
り
保
育
所
の
定
員

数
は
、
子
ど
も
の
発
育
・
発
達

状
況
に
応
じ
た
保
育
、
保
育
士
の
目
の

届
く
範
囲
や
安
定
的
な
経
営
等
か
ら
、

90
～

160
人
を
適
正
規
模
と
し
て
い
ま
す
。

町立保育所（公営） 民間保育園（民営）

建物の維持管理費 町が負担 民間事業者が負担

保育所の運営 町 民間事業者

保育料 町が決定し、町の収入

入所決定 町が決定

経費負担 全額町が負担 運営費として、国 1/2、県 1/4、町 1/4 を
民間事業者に交付

運営面での比較

1.	町の保育施策に沿った
保育事業を行う。

2.	職員配置、施設整備は
町が予算の範囲で実施。

3.	延長保育、障害児保育、
その他の特別保育は町の
保育施策によって実施。

4.	保護者の要望は、町で対応。

5.	財政的な効果額は見込まれない。

1.	民間事業者の意向に沿った
保育事業を行う。

2.	国の配置基準や補助基準に基づき、
民間事業者が保育サービスに応じ
職員を配置、施設整備が可能。

3.	延長保育、障害児保育、その他の
特別保育は民間事業者が設定。

4.	保護者等からの要望については、
民間事業者が対応。

5.	財政的な効果額については、
国・県から全施設民営化で
平成18年度ベースで年間 9 千万円の
効果が見込まれる。

サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
民
間
の
豊
富
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
よ
り
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き
ま
す
。

現在（H19年度） 統合・再編

大根布保育所

定員110人

ハマナス地区
（民設民営）

定員 140 ～ 160人

鶴ヶ丘保育所

定員120人
鶴ヶ丘地区（民設民営）

定員 140 ～ 160人
鶴ヶ丘東保育所

定員80人

緑台保育所

定員80人
千鳥台地区（民設民営）

定員 90 ～ 120人

北部保育所

定員50人
現状維持
定員 50人

向粟崎保育所

定員160人
現状維持
定員 160人

現在（H19年度） 統合・再編

白帆台保育園

定員120人
現状維持
定員 120人

向陽台保育園

定員90人
現状維持
定員 90人

鶴が丘乳児保育園

定員90人
現状維持
定員 90人

町公営と民営化の比較表

そ
の
中
で
、
通
園
区
域
、
人
口
増
減
予

測
等
か
ら
公
立
6
保
育
所
を
5
保
育
所

に
統
合
・
再
編
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
統
合
・
再
編
す
る
保
育
所
は
、

建
築
時
の
保
育
の
対
応
、
十
分
な
保
育

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
良
好
な
保
育
所
周

辺
環
境
や
施
設
建
築
費
の
コ
ス
ト
の
低

減
な
ど
か
ら
移
転
を
考
え
て
い
ま
す
。

※ 統合・再編の配置計画は、保育所民営化
検討委員会からの報告書によるものです。

公立保育所民間保育園



郷
土
の
発
展
に
貢
献

昭
和
26
年
石
川
県
庁
に
入
庁
し
、
平
成
５

年
に
退
職
す
る
ま
で
の
42
年
間
、
そ
の
後
金

沢
商
工
会
議
所
専
務
と
し
て
14
年
間
、
じ
つ

に
56
年
の
永
き
に
わ
た
り
第
一
線
で
郷
土
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
県
に
お
い

て
は
、
企
画
開
発
部
長
、
商
工
労
働
部
長
な

ど
を
歴
任
し
、
地
域
づ
く
り
の
基
本
に
な
る

県
道
の
敷
設
計
画
策
定
や
新
幹
線
計
画
な

ど
大
き
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

氏
は
「
今
回
の
受
章
は
家
族
、
先
輩
、
同
僚

の
支
え
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
私
一
人
で
は
な
く
皆
さ

ん
と
と
も
に
頂
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
経
験
を
活
か
し
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

町
の
体
育
振
興
に
心
血
注
ぐ

昭
和
43
年
の
石
川
県
空
手
道
連
盟
設
立
に

携
わ
り
、
設
立
後
理
事
に
就
任
、
そ
の
２
年

後
に
空
手
を
県
体
種
目
と
し
、
昭
和
51
年
に

は
内
灘
町
空
手
道
協
会
を
設
立
、
ま
た
同
年

内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
設
立
さ
せ
る
な

ど
、
空
手
に
限
ら
ず
、
わ
が
町
に
お
い
て
は

ま
さ
し
く
体
育
振
興
の
草
分
け
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
県
空
手
道
連
盟

副
会
長
、
内
灘
町
体
育
協
会
会
長
等
を
務
め
、

「
勝
つ
こ
と
よ
り
も
人
づ
く
り
」
を
信
条
に

青
少
年
や
後
進
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
今
回
の
受
章
に
あ
た
り
「
身
に
あ
ま
る

光
栄
で
す
。
長
く
空
手
に
携
わ
っ
て
き
た
こ

と
が
、
こ
う
い
う
形
で
認
め
ら
れ
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
社
会
の
安
全
に
尽
力

昭
和
27
年
か
ら
昭
和
60
年
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
の
34
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
石
川
県

警
察
に
勤
務
し
、
郷
土
石
川
の
安
全
を
守
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
身
近
な
警
察
官

と
し
て
、
と
き
に
は
自
分
の
身
を
危
険
に
さ

ら
し
な
が
ら
も
、
数
多
く
の
現
場
で
活
躍
し
、

今
回
の
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
受
章
に
あ
た
り
「
受
章
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
こ
と
に
光
栄
で
す
。
ま
わ
り
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

叙
勲 
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

心
の
教
育
推
進
感
謝
状
・ 

親
子
の
手
紙
表
彰

11
月
4
日
（
日
）
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
豊
か
な
心
を

育
む
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
桶
谷
正
美
さ

ん
（
豊
か
な
心
を
育
む
内
灘
町
民
会
議
・
会
長
）
に
、

心
の
教
育
推
進
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

桶
谷
さ
ん
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
豊
か
な

心
を
育
む
内
灘
町
民
会
議
・
学
校
家
庭
支
援

委
員
長
、
15
年
度
か
ら
は
同
会
議
・
会
長
を

歴
任
さ
れ
、
学
校
支
援
事
業
や
家
庭
教
育
講

座
等
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
教
育
推
進
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
親
子
の
手
紙
」
表
彰
も
行
わ
れ
、

奥
村
啓
太
郎
・
星
香
（
大
根
布
小
4
年
）
さ
ん
、

木
下
三
紀
子
・
浩
太
朗
（
鶴
ケ
丘
小
6
年
）
さ

ん
親
子
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
手
紙
の
朗

読
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝小綬章

西
にし

村
むら

 昭
あき

孝
たか

  氏

旭日単光章

向
むかい

 幸
こう

作
さく

  氏

瑞宝単光章

金
かな

森
もり

 昭
あきら

  氏

心の教育推進感謝状を
授与された桶谷さん

手紙を朗読する
木下親子

社
会
貢
献
に
対
す
る
栄
誉
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青
少
年
健
全
育
成
等
に
係
る 

県
知
事
表
彰
を
受
賞

10
月
27
日
（
土
）
平
成
19
年
度

た
く
ま
し
い
石
川
っ
子
を
育
て
る

県
民
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
席
上
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

に
つ
い
て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
個
人
・
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
内
灘
町
か
ら
の

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

石
川
県
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰

	

中
村 

勇

石
川
県
青
少
年
団
体
の
部	

	

ア
カ
シ
ア
少
年
剣
道
教
室	

（
内
灘
町
と
し
て
団
体
の
部
初
受
賞
）

内
灘
町
P
T
A
大
会 

功
労
者
13
名
を
表
彰

10
月
20
日
（
土
）
平
成
19
年
度

内
灘
町
P
T
A
大
会
が
内
灘
町

役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
式
に
引
続
き
P
T
A

功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

P
T
A
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
13
名

の
方
々
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

内
灘
町
教
育
委
員
会
表
彰

小
谷 

一
也	

北 
徹

道
村 

元
司	

清
水 

一
郎

内
灘
町
P
T
A
連
合
会
長
表
彰

茶
谷 

邦
子	

櫻
谷 

あ
き
子

熊
川 

智
美	

成
清 

美
加
子

小
浦 

紀
子	

船
本 

和
伸

潟
淵 

朝
美	

三
浦 

明
美

永
井 

恵
子

平
成
19
年
度 

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

石
川
県
交
通
安
全
県
民
大
会
、

河
北
郡
市
交
通
安
全
表
彰
式
に
お

い
て
、
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全

の
部
門
に
活
躍
さ
れ
た
次
の
方
々

と
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
様
で
す
。

（
内
灘
町
関
係
者
の
み
、
敬
称
略
）

全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
、
交
通
栄

誉
章
「
緑
十
字
」
銅
賞
表
彰

○	

優
良
運
転
者

　

澤
倉 

重
雄	

中
村 

晃

石
川
県
警
察
本
部
長
、
石
川
県
交
通
安

全
協
会
会
長
連
名
表
彰

○	

交
通
安
全
功
労
者	

長
田 

武
久

○	

永
年
勤
続
街
頭
交
通
推
進
隊
員	

坪
内 

勇

○	

優
良
運
転
者

　

丸
一 

昇
恵	

上
出 

由
美

　

棚
田 

進	

田
中 

よ
し
子

　

渡
辺 

由
加
里	

長
原 

紀
子

　

上
出 

忠
志

河
北
郡
市
交
通
安
全
協
会
長
、
石
川
県

津
幡
警
察
署
長
連
名
表
彰

○	

交
通
安
全
功
労
者

　

才
田 

博	

清
水 

光
男

○	

優
良
街
頭
交
通
推
進
隊
員

　

田
中 

正
敏	

安
宅 

信
恵

　

須
崎 

卓
己

河
北
郡
市
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
長
、

石
川
県
津
幡
警
察
署
長
連
名
表
彰

○	

優
良
安
全
運
転
管
理
事
業
所	

オ
カ
ノ（
株
）

○	

優
良
安
全
運
転
管
理
者	

山
本 

順
一
（
C
S
1
1
1
）

石
川
県
津
幡
警
察
署
長
、
河
北
郡
市
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

○	

優
良
運
転
者

　

影
山 

信
雄	

西 

和
美

　

若
林 

律
子	

白
澤 

寿
恵

　

津
田 

み
づ
ほ	

関 

陸
夫

　

中
山 

豊

税
に
つ
い
て
の
作
品
入
選
者

金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
主
催
に
よ
る
平
成
19
年
度
「
税

に
つ
い
て
の
作
品
」
の
募
集
に
お

い
て
、
内
灘
町
の
小
中
学
校
よ
り

多
数
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
方
が

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

作
文
の
部

金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞	

内
灘
中
学
校
3
年	

川
口 

真
菜

書
道
の
部

金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

鶴
ヶ
丘
小
学
校
6
年	

本
川 

夏
海

清
湖
小
学
校
6
年	

高
森 

採
歌

清
湖
小
学
校
6
年	

樽
矢 

果
奈

大
根
布
小
学
校
5
年	

高
田 

育
実

ポ
ス
タ
ー
の
部

金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

大
根
布
小
学
校
6
年	
藤
井 

飛
羽

中村 勇  氏アカシア少年剣道教室の皆さん

PTA 大会の様子
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内
灘
町
自
治
功
労
者
表
彰
条
例
・
内
灘
町

表
彰
条
例
・
内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
条
例
・
内

灘
町
民
文
化
活
動
賞
条
例
・
内
灘
町
青
少
年

学
術
文
化
奨
励
賞
条
例
に
基
づ
き
、
11
月
3

日
文
化
の
日
に
内
灘
町
文
化
会
館
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
賞

永
き
に
わ
た
り
内
灘
町
議
会
議
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
会
議
長
、

議
会
副
議
長
、
各
種
委
員
会
委
員
長
等

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
行

政
の
重
要
施
策
の
推
進
、
並
び
に
町
民

福
祉
の
向
上
と
町
勢
の
発
展
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
振
興
賞

昭
和
63
年
4
月
か
ら
平
成
7
年

3
月
ま
で
の
7
年
に
わ
た
り
向
粟

崎
公
民
館
長
と
し
て
、
ま
た
、
平

成
13
年
2
月
か
ら
平
成
18
年
10
月

に
逝
去
さ
れ
る
ま
で
の
5
年
9
ヶ

月
に
わ
た
り
向
粟
崎
区
長
、
内
灘

町
町
会
区
長
会
の
役
員
を
歴
任
さ

れ
自
治
組
織
の
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
19
年
度 

内
灘
町
表
彰
式

受
賞
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す

表彰式での町民憲章唱和

栄えある受賞者の皆さん

9 期

堂
どう

下
した

 清
きよ

孝
たか

  氏
8 期

田
た

中
なか

 祥
しょう

次
じ

  氏

6 期

中
なか

居
い

 治
おさむ

  氏
6 期

黒
くろ

田
だ

 泰
たい

三
ぞう

  氏
6 期

中
なか

村
むら

 哲
てつ

彦
ひこ

  氏
3 期

野
の

村
むら

 輝
てる

久
ひさ

  氏

10 期

重
しげ

原
はら

 義
よし

之
ゆき

  氏

（故）北
きた

川
がわ

 外
そと

義
よし

  氏
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内
灘
町
ゴ
ル
フ
協
会
設
立
当
初
よ
り
、
理
事

長
と
し
て
協
会
の
運
営
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

平
成
11
年
か
ら
は
、
内
灘
町
ゴ
ル
フ
協
会
選
手

強
化
委
員
長
の
任
に
就
き
、
選
手
の
育
成
、
強

化
に
努
め
ら
れ
、
町
の
体
育
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

内
灘
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
コ
ー
チ
と
し

て
、
選
手
の
育
成
・
強
化
に
取
り
組
ま
れ
、
昭

和
63
年
、
平
成
3
年
に
そ
れ
ぞ
れ
全
国
制
覇
へ

と
導
か
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成
6
年
に
は
内
灘

中
学
校
同
士
の
決
勝
戦
と
い
う
偉
業
を
達
成
さ

れ
、
全
国
に
知
ら
れ
る
敏
腕
コ
ー
チ
と
し
て
名

を
あ
げ
ま
し
た
。

昭
和
25
年
よ
り
、
若
草
一
郎
の
芸
名
で
「
若

草
一
郎
舞
踊
シ
ョ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
町
内
外

各
所
で
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
続

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
各
種
団
体
へ

の
舞
踊
指
導
を
は
じ
め
、
北
陸
三
県
で
公
演

を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
常
に
大
衆
と
共
に
あ
り
、

57
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
人
々
に
喜
び
と
感
動

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。（
中
宮
氏
に
お
か
れ
ま

し
て
は
受
賞
後
の
11
月
18
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。）

ス
ポ
ー
ツ
賞

個
人
（
小
学
・
中
学
）

山
崎 

貴
大	

石
田 

修
士

個
人
（
高
校
・
大
学
生
）

吉
田 

依
織	

北
橋 

孝
道	

松
岡 

裕
太
郎

松
橋 

拓
也	

番
作 

貴
幸

個
人
（
一
般
）

出
口 

貴
士	

西
川 

由
紀
子	

石
田 

恵
子

山
上 

慈
明	

吉
倉 

満	

西
村 

潤
一

団
体

内
灘
中
学
校
男
子
卓
球
部

内
灘
中
学
校
男
子
弓
道
部

青
少
年
学
術
文
化
特
別
奨
励
賞

個
人

古
田 

梢	

松
下 

奈
央

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個
人
（
小
・
中
学
生
）

藤
田 

慶
二	

島
野 

公
勝	

香
林 

宏
哉

木
谷 

昴
志	

松
岡 

賢
司	

氷
見
山 

瑞
基

江
戸 

海
斗	

松
岡 

樹
輝	

宮
本 

空
良

吉
田 

勝
哉	

久
瀬 

陽
一
郎	

久
保
田 

勇
樹

向 
紀
香	

長
谷
川 

理
基	

堀
岡 

風
雅

堀
岡 
大
雅	

竹
内 

克
行	

埴
崎 

敦
哉

中
野 
春
樹	
脇
田 

貴
志	

舩
本 

大
輔

高
多 

瞭
治	
橋
屋 

義
一	

高
森 

採
歌

小
林 

愛
海

個
人
（
高
・
大
学
生
）

島
田 

泰
佑	

北
川 

琢
郎	

永
江 

拓
也

小
松 

太
一	

齋
藤 

孝
博	

中
井 

諒

清
水 

康
善	

上
出 

健
太
朗	

藤
田 

明
梨

丸
一 

雄
大	

池
田 

知
弘	

飯
田 

健
太
郎

田
中 

栄
一
郎	

田
中 

ち
ひ
ろ	

大
野
木 

夏
子

村
上 

克
宏	

兼
井 

彩
子	

江
口 

博
孝

丸
一 

泰
雅	

内
田 

信
彰	

久
保 

沙
織

城
田 

俊
平	

荒
木 

大
介	

蔵
前 

美
咲

浜
本 

ひ
か
る	

明
福 

千
尋

個
人
（
一
般
）

小
西 

健
太	

長
丸 

茂
人	

川
上 

航
平

西
谷 

幸
枝	

佐
藤 

俊
介	

酒
井 

由
紀
恵

櫻
井 

彰	

髙
西 

司
津
子	

柚
木 

恵
美
子

中
居 

典
子	

南 

加
代
子	

宮
村 

和
子

中
黒 

恵
美
子	

酒
井 

雅
之	

尾
本 

英
臣

前
河 

富
江	

中
新 

慎	

川
向 

了
典

小
西 

真
知
子	

小
西 

寛
子	

村
瀬 

恵
都
子

浦
野 

諭

団
体

内
灘
町
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

内
灘
町
空
手
道
協
会

内
灘
中
学
校
女
子
弓
道
部

内
灘
SV
愛
好
会

青
少
年
学
術
文
化
奨
励
賞

団
体

内
灘
中
学
校
吹
奏
楽
部

体
育
功
労
賞

町
民
文
化
活
動
賞

宗
むね

廣
ひろ

 郁
いく

夫
お

  氏山
やま

下
した

 実
みのる

  氏中
なか

宮
みや

 与
あと

二
じ

  氏
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株
式
会
社
大
京
が
内
灘
海
水
浴

場
前
（
千
鳥
台
地
内
）
に
開
発
を
進
め

て
き
た
複
合
商
業
施
設
「
コ
ン
フ

ォ
モ
ー
ル
内
灘
」が
11
月
23
日（
祝
）

に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
人
で
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
し
た
。

平
成
2
年
に
「
内
灘
ア
ー
バ
ン

リ
ゾ
ー
ト
計
画
」
が
発
表
さ
れ
て

か
ら
、
幾
度
か
の
計
画
変
更
を
経

て
よ
う
や
く
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
着

け
ま
し
た
。

「
コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
」
は
、

約
7
万
5
千
㎡
の
敷
地
に
A
、
B
、

C
の
3
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
な
る
複

合
商
業
施
設
で
す
。
A
ゾ
ー
ン

に
は
宿
泊
施
設
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ

ッ
ジ
旅は

た

籠ご

屋や

」、
天
然
温
泉
「
湯ゆ

来ら

・
楽ら

」、
B
ゾ
ー
ン
に
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
」、
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
「
セ
リ

ア
」、
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ジ
ア
料

理
、
カ
フ
ェ
、
た
こ
焼
き
な
ど
20

を
超
す
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
ま

町
有
地
売
払
い

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
払
い

内
灘
町
で
は
左
記
の
町
有
地
を

売
払
い
ま
す
。
最
低
売
却
価
格
以

上
で
1
番
高
い
価
格
を
入
札
さ
れ

た
方
が
購
入
で
き
ま
す
。
詳
細
は

申
込
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
要
領
配
布
及
び
申
込
期
間	

12
月
10
日
（
月
）
か
ら	

1
月
25
日
（
金
）
ま
で	

（
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。）

受
付
時
間	午

前
8
時
30
分
〜	

午
後
5
時
30
分
ま
で

※	

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
29
日
〜
1

月
3
日
は
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
。

入
札
の
日	

2
月
8
日
（
金
）

（
時
間
に
つ
い
て
は
要
領
で
ご
確
認
下
さ
い
。）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部　

総
務
課

☎	

2
8
6
・
6
7
2
0
（
直
通
）

す
。
C
ゾ
ー
ン
に
は
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
「
ク
ス
リ
の

ア
オ
キ
」
が
入
っ
て
い
ま

す
。「

コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内

灘
」
が
内
灘
町
の
新
た
な

「
顔
」
と
な
り
、
内
灘
町

の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

60
能登有料道路

内灘海水浴場

東京ストアー

清湖大橋

至穴水→

内灘駅

金
沢
市

14.004m

13.756
m

（道路）

16
.845m

20
.461m

●地目／宅地●用途地域／第１種低層住居専用地域●建ぺい率
／ 50%●容積率／ 80%●電気／引込可●上水道／引込可●下
水道／引込済●ガス／プロパン●交通／北陸鉄道 内灘駅より 
西北西方約 1.2km／北陸鉄道バス 緑台２丁目停留所より 北北
西方約 0.5km●公共施設／清湖小学校、内灘中学校

所在地／
河北郡内灘町 
字千鳥台1丁目261番

面積／262.60 ㎡（約79 坪）

最低売却価格／

1,066万円

内灘海水浴場

A B C

コンフォモール
内灘

内灘高校

清湖小

海浜千鳥台

アカシア 向陽台1

海浜緑台

向粟崎小 至清湖大橋

内灘駅

能登有料道路

グランドオープンのテープカット

賑わう店内

「
コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
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●
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

地
震
保
険
へ
の
加
入
を
促
進
す

る
目
的
で
、
現
行
の
損
害
保
険
料

控
除
は
、
見
直
さ
れ
「
地
震
保
険

料
控
除
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
短
期
損
害
保
険
料

控
除
は
、
廃
止
と
な
り
ま
す
。

居
住
者
が
、
そ
の
有
す
る
居
住

用
家
屋
、
生
活
用
動
産
を
保
険
等

の
目
的
と
し
、
か
つ
地
震
等
を
直

接
又
は
間
接
の
原
因
と
す
る
火
災

等
に
よ
る
損
害
に
よ
り
生
じ
た
損

失
の
額
を
て
ん
補
す
る
保
険
金
等

が
支
払
わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等

に
係
る
地
震
等
損
害
部
分
の
保
険

料
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
町

民
税
・
県
民
税
で
は
、
そ
の
保
険

料
等
の
金
額
の
2
分
の
1
に
相
当

す
る
額
（
上
限
額
2 

5
，
0
0
0
円
）

が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
控
除
証
明
書
に
よ
り
確

認
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
平
成
18

年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害

保
険
料
（
保
険
期
間
10
年
以
上
、
満
期

返
戻
金
有
）
に
は
、
従
前
の
損
害
保

険
料
控
除
を
適
用
す
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

①	

所
得
税　
（
平
成
19
年
分
か
ら
）

地
震
保
険
料
控
除
額
＝
支
払
っ
た

保
険
料
（
限
度
額
5
0
，
0
0
0
円
）

②	

町
民
税
・
県
民
税

地
震
保
険
料
控
除
額
＝
支
払
っ
た

保
険
料
の
2
分
の
1

（
限
度
額
2
5
，
0
0
0
円
）

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
制
度（
対
象
:
平
成
11
年
か
ら

平
成
18
年
ま
で
の
間
に
入
居
し
た
方
）

（
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の

町
民
税
・
県
民
税
に
適
用
）

税
源
移
譲
の
実
施
に
伴
い
平
成

19
年
分
以
降
の
所
得
税
の
額
が
減

少
し
た
場
合
に
、
所
得
税
の
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
額
が
控
除
し

き
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
へ

の
対
応
と
し
て
、
町
民
税
・
県
民

税
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
措
置

が
講
じ
ら
れ
、
申
告
に
よ
り
、
町

民
税
・
県
民
税
所
得
割
よ
り
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
が
適
用

さ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
者（
①
ま
た
は
②
の
方
）

①	

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
額
が

減
少
す
る
結
果
、住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
可
能
額
が
所
得
税

額
よ
り
大
き
く
な
り
、
控
除
し

き
れ
な
く
な
っ
た
方

②	

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
、

税
源
移
譲
前
で
も
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
が
、
税
源
移
譲
に
よ

り
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
大
き

く
な
っ
た
方

計
算
方
法

申
告

■	

申
告
期
間
は
、
平
成
20
年
3
月

17
日
ま
で
（
毎
年
申
告
が
必
要
）

■	

確
定
申
告
さ
れ
な
い
方
は
、
源

泉
徴
収
票
を
添
付
し
、「
市
町

村
民
税
・
道
府
県
民
税
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
を
平
成
20
年
1
月
1
日
現

在
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■	

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
税

務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
際
に
「
市
町
村
民
税
・
道
府

県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■	

「
町
民
税
・
県
民
税
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」

は
、
申
告
相
談
を
受
け
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
に
平

成
19
年
12
月
下
旬
頃
に
お
送
り

い
た
し
ま
す
が
、
控
除
可
能
額

や
所
得
、
所
得
控
除
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
該
当
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
注
意
】

ご
案
内
の
送
付
漏
れ
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
申

告
内
容
を
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申

告
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

告
期
間
を
す
ぎ
ま
す
と
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
項
目

1	

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

2	

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
係
る

減
額
調
整
措
置

3	

老
年
者
非
課
税
措
置
廃
止

に
伴
う
経
過
措
置
の
終
了

（
詳
細
は
次
号
）

4	

税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の

所
得
の
変
動
に
係
る
経
過

措
置
（
詳
細
は
次
号
）

払込金額 控    除    額

5,000円以下 払込額全額

5,000円超
15,000以下

払込額の1／2＋
2,500円

15,000円超 10,000円

払込金額 控    除    額

10,000円以下 払込額全額

10,000円超
20,000以下

10,000円＋
（払込額 -10,000円）×
1／2

20,000円超 15,000円

経過措置
旧長期損害保険の計算方法

地震保険料と経過措置を併せて
適用できる場合は、限度額
50,000 円

経過措置
旧長期損害保険の計算方法

地震保険料と経過措置を併せて
適用できる場合は、限度額
25,000 円

この控除額が個人町民税・県民税
所得割より減額されます。

控
除
額

移
譲
後
の
税
率
の
所
得
税
額

①前年分の所得
税の住宅借入
金等特別控除
可能額

②移譲前の税率
で算出した前
年分の所得税
額

①②のいずれか
少ない金額

平
成
20
年
度 

町
・
県
民
税

主
な
改
正
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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2	

職
員
の
平
均
給
与
月
額
、	

初
任
給
等
の
状
況

内
灘
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

町
職
員
の
勤
務
条
件
や
給
与
等
に
つ
い
て

1	

総
括

3	

一
般
行
政
職
の	

級
別
職
員
数
等
の
状
況

4	

職
員
の
手
当
の
状
況

よ
り
詳
細
な
情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

職員数
（Ⓐ） 175 人 

給与費

給料 601,693 千円 

職員手当 98,048 千円 

期末・勤勉 
手当 246,471 千円 

計（Ⓑ） 946,212 千円 

一人当り 
給与費 （Ⓑ／Ⓐ） 5,407 千円 

区分 内灘町 全国町村平均

平成 14 年 91.6 96.0

平成 15 年 90.4 95.7

平成 16 年 88.1 93.7

平成 17 年 87.8 93.7

平成 18 年 88.8 93.5

支給率（内灘町）

区分 自己都合 勧奨・定年

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置

定年前早期退職
特例措置 2%~20% 加算

退職時特別昇給 無

平成 18 年度 
1 人当り平均支給額

自己都合 勧奨・定年

9,319 千円 21,747 千円 

① 人件費の状況
　  （平成 18 年度普通会計決算）

② 職員給与費の状況
　  （平成 18 年度普通会計決算）

③ ラスパイレス指数の状況
　  （各年 4 月 1 日現在）

① 職員の平均年齢、平均給料月額及び
　 平均給与月額の状況（平成 19 年 4 月 1 日現在）

② 職員の初任給の状況及び
　 経験年数別平均給料月額の状況
　　（平成 19 年 4 月 1 日現在）

※	一般行政職とは、税務職、福祉職、消防職、企業職、技能労務職を除
く職員です。

※	平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、管理
職手当、通勤手当等の額を合計して平均したものです。

一般行政職の級別職員数等の状況（平成 19 年 4 月 1 日現在）

1 人当たり平均支給額（平成 18 年度） 1,487 千円 

平成 18 年度支給割合

支給期 期末手当 勤勉手当 計

6 月期 1.4 月分 0.725 月分 2.125 月分

12 月期 1.6 月分 0.725 月分 2.325 月分

計 3.0 月分 1.45 月分 4.45 月分

（加算措置の状況）・職務の級 3 級 ~6 級／ 5~15%

① 期末手当・勤勉手当

※	内灘町の給与条例に基づく給料表の級区分に
よる職員数です。

※	標準的な職務の名称とは、それぞれの 級に
該当する代表的な職名です。

※	本表の職員数は、一般行政職に限定してある
ため、全職員を対象とする7‐ ①（部門別職
員数の状況）の職員数と一致しません。

※	平成 18 年度から8級制を 6級制に変更して
います。

② 退職手当（平成 19 年 4 月 1 日現在）

住民基本 
台帳人口 26,805 人 

歳出額 
（Ⓐ） 8,737,175 千円 

実質収支 86,302 千円 

人件費 
（Ⓑ） 1,610,037 千円 

人件費率 
（Ⓑ／Ⓐ） 18.4% 

（参考）
17 年度の 
人件費率

21.3%

※	普通会計とは、一般会計と土
地区画整理・霊園事業特別
会計をあわせた会計です。

※	職員手当には、退職手当は含まれていません。
※	職員数は、平成18年4月1日現在の人数です。

※	ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準
を100とした場合の給与水準を示す数値です。

区分
一般行政職

大学卒 高校卒

初任給 170,200 円 138,400 円 

10 年後の 
給料 241,000 円 該当なし

15 年後の 
平均 294,200 円 該当なし

※	支給率は国と同一です。

平均年齢
43.3歳

平均年齢
40.7歳

平均給料月額
314,600円

平均給料月額
325,724円

平均給与月額
352,580円

平均給与月額
383,541円

0万円
内灘町 国

10万円

20万円

30万円

40万円

14人

11人

34人

22人

15人

4人

１級／
主事14％

2級／
主事11％

3級／
主査・総括主査

34％

4級／
課長補佐・副参事

22％

5級／
課長･参事15％

6級／
部長 4％

職員数

計100名

支給対象職員数 186 人  

支給率 1%  

国の制度（支給率） 2%

支給実績
（平成 18 年度決算） 7,262 千円

支給職員 1 人当り
平均支給年額

（平成 18 年度決算）
39,684 円

③ 地域手当（平成 19 年 4 月 1 日現在）
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請　

平
成
20
年
1
月
10
日
ま
で

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
有

権
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
毎
年
1
月
1
日

現
在
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調
査
し
て
調
製
さ
れ

ま
す
。
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
範
囲
は
、
次
の

事
項
を
い
ず
れ
も
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①	

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

②	

年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者
（
昭
和
63
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）
で
あ
る
こ
と

③	

次
の
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と

a	

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
者

b	

a
の
者
の
同
居
の
親
族
又
は
配
偶
者
で
、

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者

c	

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
作

業
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社

員
又
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会

が
認
め
た
者

以
上
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
1
月
10
日
ま

で
に
農
業
委
員
会
又
は
地
区
公
民
館
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

申
請
書
は
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会	

☎ 

2
8
6
・
6
7
0
8

選
挙
管
理
委
員
会	

☎ 

2
8
6
・
6
7
2
0

特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況 

（
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
）

6	

職
員
の
任
免
及
び	

職
員
数
に
関
す
る
状
況

5

手当名（18 年度支給実績） 内容及び支給単価

扶養手当（21,657 千円）

1 配偶者 13,000 円／月 

2 配偶者以外の扶養親族

配偶者がいない場合の 1 人目 11,000 円／月 

配偶者が扶養親族でない場合の 1 人目 6,500 円／月 

その他の扶養親族 6,000 円／月 

※ 16 歳から 22 歳までの子の場合　 加算 5,000 円／月 

通勤手当（4,685 千円）
1 交通機関等利用（最高限度） 55,000 円／月 
2 自動車等の利用・通勤距離に応じて 2,000 円／月〜 24,500 円／月

住居手当（3,332 千円）
1 職員所有に係る住宅  （新築・購入から 5 年間） 2,500 円／月 

2 借家・貸間（最高限度） 27,000 円／月 
宿日直手当（1,890 千円） 勤務 1 回につき 4,200 円／回 

寒冷地手当（4,015 千円）
1 世帯主である職員

扶養親族 3 人以上 27,800 円／年 

扶養親族 1 人又は 2 人 11,500 円／年 

2 その他の職員 0 円／年 

⑥ 主なその他の手当（平成 19 年 4 月 1 日現在）

区分 給料等月額 期末手当

給料
町長 804,800 円 

（平成18 年度支給割合）
副町長 655,300 円 

報酬

議長 343,000 円 6月期 1.6 月分

副議長 306,000 円 12 月期 1.75 月分

議会運営委員長 290,000 円 計 3.35 月分

常任委員長 290,000 円 
加算措置　給料（報酬）月額に加算措置

議員 285,000 円

※ 平成 19 年度から、助役→副町長に職名を変更しています。

① 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

※	一般行政部門の主な増員理由：介護保険業務・子育て支援等の充実。
※	職員数は一般職に属する職員数（臨時職員を含む）である。

部門 一般行政部門 特別行政部門 公営企業等会計部門 合計

職員数

平成 18 年 148 人 76 人 25 人 249 人 

平成 19 年 158 人 63 人 23 人 244 人 

対前年増減数 10 人 △ 13 人 △ 2 人 △ 5 人 

② 一般職の採用職員と退職職員

※	平成 18年 4月1日〜平成 19年 3月31日までの人数です。

採用者数 Ⓐ 6 人 

退職者数 Ⓑ 12 人 

（Ⓐ）-（Ⓑ） △ 6 人 

③ 定員管理の数値目標及び進捗状況
平成 18 年度 4 月 1日職員数 249 人 

平成 22 年度 4 月 1日職員数 232 人 

純減数 △ 17 人 

純減率 △ 6.8 ％ 

※	平成 18 年 4月 1日〜平成 22 年 4月 1日における
定員管理の数値目標。

平成 18 年度
決算

支給実績 24,926 千円 

職員１人当り
平均支給年額 136 千円 

平成 17 年度
決算

支給実績 30,713 千円 

職員１人当り
平均支給年額 168 千円 

⑤ 時間外勤務手当

平成 18 年度
決算 支給実績 0 千円 

④ 特殊勤務手当（平成 19 年 4 月 1 日現在）
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マ
ナ
ー
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
?

先
月
東
京
に
向
か
っ
て
い
る
途
中
、
電
車
の
中
で

あ
る
出
来
事
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

を
持
ち
な
が
ら
指
定
席
を
探
し
て
い
る
と
、
向
か
い

側
か
ら
3
人
の
中
年
男
性
が
席
を
探
し
な
が
ら
歩

い
て
き
ま
し
た
。
狭
い
通
路
を
前
へ
進
ん
で
い
く
と
、

1
人
の
男
性
が
わ
ず
か
な
透
き
間
を
強
引
に
通
り
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
2
人
目
、
3
人
目
が
続
き
、
最

終
的
に
は
3
人
が
通
れ
る
よ
う
私
が
右
の
空
い
て
い

る
席
に
入
り
、
通
路
を
空
け
て
い
ま
し
た
。「
失
礼

し
ま
す
」「
す
み
ま
せ
ん
」
の
一
言
も
な
く
無
言
で
自

分
達
の
席
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
動
に

腹
を
立
て
る
人
は
少
な
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ

で
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
礼
儀
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
た
。

日
本
社
会
で
は
家
族
、
知
人
に
対
す
る
扱
い
と
他

人
に
対
し
て
の
扱
い
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
知
り

合
い
の
場
合
は
、
必
ず
お
互
い
挨
拶
を
し
て
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に
は
感
謝
し
、
失
礼
な
こ
と
は
謝
り
ま

す
。
ま
た
旅
行
に
行
け
ば
お
土
産
を
買
い
、
見
送
る

と
き
は
全
員
で
相
手
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送

る
と
い
う
、
本
当
に
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
優
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
相
手
が
他
人
で
あ
る
と

態
度
や
優
し
さ
ま
で
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、

ド
ア
を
開
け
る
時
、
後
ろ
に
人
が
い
れ
ば
開
け
て
お

く
習
慣
、
エ
レ
ベ
ー
タ
は
降
り
る
人
を
優
先
す
る
習

慣
な
ど
、
他
人
へ
の
挨
拶
・
感
謝
・
謝
罪
の
マ
ナ
ー

が
最
近
の
日
本
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
外
国
人
は
こ
の
よ
う
な
行
動

や
態
度
を
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
ゲ
ス
ト
（
お
客
さ
ん
）
は
特
別
待
遇

を
受
け
ま
す
。
最
高
の
料
理
で
も
て
な
さ
れ
、
欲
し

い
も
の
は
何
で
も
持
っ
て
き
て
く
れ
、
誰
よ
り
最
初

に
ゲ
ス
ト
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。
食
事
は
必
ず

ゲ
ス
ト
が
最
初
に
頂
き
、
お
風
呂
も
一
番
目
に
入
り

ま
す
。
さ
ら
に
就
寝
時
間
に
な
る
と
、
ホ
ス
ト
は
自

分
の
ベ
ッ
ド
・
布
団
ま
で
犠
牲
に
す
る
と
い
う
ゲ
ス

ト
は
王
様
扱
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も
ゲ
ス
ト
に
対

し
て
親
切
な
受
け
入
れ
を
し
ま
す
が
、
日
本
と
は

異
な
っ
た
扱
い
方
を
し
ま
す
。
英
語
で
「
M
a
k
e 

y
o
u
r
s
e
l
f 

a
t 

h
o
m
e
（
自
分
の
家
の
よ

う
に
し
て
下
さ
い
）」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
お
互

い
に
気
を
使
わ
ず
に
お
客
さ
ん
に
自
由
に
し
て
も
ら

う
と
い
う
概
念
で
迎
え
ま
す
。

12
月
に
な
る
と
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
し
て
1
月
に
は

お
正
月
で
お
客
さ
ん
、
親
戚
な
ど
を
迎
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
家
族
、
知
人
、
ゲ

ス
ト
だ
け
で
は
な
く
他
人
に
対
し
て
も
思
い
や
り
や

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

Danjyo-
kyoudou
Sankaku

お問い合わせ
まちづくり政策部　
企画財政課 男女共同参画室
☎	 286-6723

誰
も
が
人
間
ら
し
く
、 

　
　

幸
せ
に
生
き
る
権
利
〜
人
権
〜

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。

昭
和
23
年
（
1
9
4
8
年
）
第
3
回
国
連
総
会

で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
2
年
後
の
第
5
回
総
会
で
宣
言
採
択
の

日
で
あ
る
12
月
10
日
を
世
界
人
権
デ
ー
と
し
、

加
盟
国
な
ど
に
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事
を
実

施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
日
本
も

こ
れ
を
受
け
人
権
週
間
を
定
め
、
人
権
尊
重

意
識
を
高
め
る
た
め
の
活
動
が
さ
れ
て
い
ま

す
。人

権
と
聞
く
と
何
か
抽
象
的
で
難
し
い
と

感
じ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
は
、
私
達
が
日
常
の
暮
ら
し

の
中
で
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た

め
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

私
達
の
国
で
は
長
い
間
、
成
人
男
性
を
主

た
る
利
用
者
と
想
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
物
や
制

度
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
体

格
や
体
力
の
異
な
る
女
性
や
高
齢
者
、
障
害

が
あ
る
人
、
子
ど
も
の
存
在
に
配
慮
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
人
は
性
別
、
体
格
、
利
き
腕
、

年
齢
、
障
害
、
言
語
、
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

一
人
と
し
て
同
じ
人
は
い
な
い
多
様
な
存
在

で
す
。
そ
し
て
、
誰
も
が
ケ
ガ
や
病
気
、
加

齢
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
健
常
な
状
態
で
い
る
こ
と
は
人
生

の
一
時
的
状
態
だ
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

人
間
が
持
っ
て
い
る
そ
ん
な
人
の
多
様
性

を
互
い
に
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
人
権
の
考

え
方
で
す
。
男
女
共
同
参
画
の
考
え
の
根
本

も
そ
の
よ
う
な
人
権
の
尊
重
に
あ
る
の
で
す
。

「
一
人
ひ
と
り
が
輝
き 

活
き
活
き
と
生
き

る
」
そ
ん
な
生
き
方
を
互
い
に
認
め
合
う
温

か
な
社
会
を
築
き
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

Jun no
Say what?!
Cool corner

問い合わせ先
教育委員会　生涯学習課
国際交流員
セネサック・ウィリアム・淳
☎ 286-6716
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1	

総
合
文
化
祭	

華
や
か
に

11
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）
今
年
も

内
灘
町
文
化
会
館
を
主
会
場
に
文
化
協
会
加

入
の
全
て
の
団
体
が
参
加
し
、
総
合
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絵
画
、
華
道
な
ど
の

作
品
展
示
、
文
化
交
流
と
し
て
金
沢
市
よ
り

粟
崎
公
民
館
、
大
徳
公
民
館
が
参
加
し
た
各

種
芸
能
発
表
の
ほ
か
、
総
合
健
康
展
や
国
際

交
流
サ
ロ
ン
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
会
場
は

文
化
の
ま
ち
内
灘
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
を

み
せ
ま
し
た
。
18
日
に
は
将
棋
、
囲
碁
な
ど

競
技
部
門
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
腕
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
わ
が

町
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
喜
多
外
義
さ

ん
（
民
謡
協
会
）、
池
野
邦
雄
さ
ん
（
写
真
協
会
）

の
両
名
が
文
化
協
会
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

2	

歓
声
、
笑
顔
、	

白
熱
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月
24
日
（
水
）
内
灘
町
総
合
体
育
館
で

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
対
象
の
こ
の

大
会
、
今
年
も
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
対
抗
で
ボ
ー
ル
送
り
や
碁

石
運
び
、
紅
白
玉
入
れ
等
5
種
目
の
合
計

点
数
で
順
位
を
争
い
ま
し
た
。
中
で
も
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、
同
点
チ
ー
ム
が
代
表

に
よ
る
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
の
決
定
戦
を
繰
り
広

げ
た
の
で
す
が
、
4
人
目
で
や
っ
と
順
位
が

決
ま
る
な
ど
白
熱
し
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
第
1
位
西
荒
屋
チ
ー
ム
、
第
2
位
大

根
布
チ
ー
ム
、
第
3
位
室
・
湖
西
チ
ー
ム
と

な
り
ま
し
た
。

3	

県
農
業
委
員
大
会	

石
川
県
知
事
感
謝
状
受
賞

11
月
6
日
（
火
）、
白
山
市
鶴
来
総
合
文

化
会
館
ク
レ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
第
45
回
石
川

県
農
業
委
員
大
会
に
お
い
て
中
嶋
敏
正
さ
ん

に
石
川
県
知
事
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
嶋
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
か
ら
内
灘
町
農
業

委
員
と
し
て
20
年
間
に
わ
た
り
、
農
業
の
発

展
と
振
興
、
普
及
に
ご
尽
力
さ
れ
今
回
の
受

賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

3 2

競技では皆さん真剣そのもの感謝状がおくられた中嶋敏正さん

国際交流サロン、様々な国籍の人達が交流 勇ましい和太鼓の音が響きわたる

1 1

皆様からの
ご連絡お便り

お待ちしています。

Town Focus

お問い合わせ
まちづくり政策部
情報政策課公聴広報室
☎	 286 - 6753
FAX	 286 - 0617



勤
務
条
件
等

1 

賃
金	

時
給
7
6
0
円

2 

勤
務
時
間 1

日
4
時
間（
午
前
8
時
30
分
〜
12
時

30
分
、
若
し
く
は
午
後
1
時
〜
5
時
）

3 

勤
務
期
間 平

成
20
年
1
月
22
日
（
火
）
か

ら
3
月
19
日
（
水
）（
土
日
、
祝
日

を
除
く
）

応
募
期
限	

12
月
25
日
（
火
）

応
募
要
領	

税
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履

歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部　

税
務
課

募
集	

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動	

計
画
評
価
委
員
会
委
員

町
が
今
後
進
め
て
い
く
子
育
て
支
援
施
策

の
方
向
性
や
目
標
を
定
め
た
次
世
代
育
成

支
援
地
域
行
動
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
、「
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
幅

広
く
町
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

応
募
資
格

○	

内
灘
町
在
住
で
、
満
年
齢
が
18
歳
以
上

（
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
）
の
方

※	

町
公
職
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

募
集
人
員	

5
名

報
酬	

5
，
0
0
0
円
／
回

会
議
回
数	

年
2
回
程
度

任
期	

平
成
20
年
3
月
15
日
か
ら
2
年
間

応
募
要
領	

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

F
A
X
又
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限	

平
成
20
年
1
月
25
日
（
金
）

※	

応
募
用
紙
は
、
町
民
生
活
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す

※	

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

募
集	

児
童
館
・
保
育
所
嘱
託
職
員	

及
び
パ
ー
ト
職
員

職
種
及
び
採
用
人
員 

① 

児
童
厚
生
員
（
学
童
保
育
・
嘱
託
） 

　

  

1
名 

② 

保
育
士
（
嘱
託
）　

若
干
名 

③ 

保
育
士
助
手（
パ
ー
ト
）若
干
名

応
募
資
格	

①
は
普
通
自
動
車
免
許
を
保
有

す
る
健
康
な
方 

②
、
③
は
保
育
士
免
許
を
保
有

す
る
健
康
な
方

勤
務
条
件

1 

賃
金

①
、② 

嘱
託	

月
額
1
3
5
，
6
0
0
円

③ 

パ
ー
ト	

時
給
9
0
5
円

2 

勤
務
日
・
時
間

①
、② 

原
則 

月
〜
土
曜
日
の
交
代
勤
務

③ 

月
〜
土
曜
日
／
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
ま
で 

　
（
う
ち
4
時
間
勤
務
）

採
用
予
定	

1
月

応
募
期
限	

12
月
21
日
（
金
）

応
募
要
領	

①
、
②
は
総
務
課
で
、
③
は
町

民
生
活
課
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
を
応
募
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験	

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

①
、②	

総
務
部　

総
務
課

③		

町
民
福
祉
部　

町
民
生
活
課

募
集	

税
務
課
パ
ー
ト
職
員

職
種
及
び
採
用
人
員 

税
務
資
料
整
理　

2
名

応
募
資
格	

内
灘
町
在
住
の
健
康
な
方
で
パ

ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
を
操

作
で
き
る
方

総務部
総務課	 ☎ 286-6720
税務課	 ☎ 286-6706
まちづくり政策部

企画財政課	 ☎ 286-6723
行財政改革推進室	 ☎ 286-6723
男女共同参画室	 ☎ 286-6723
情報政策課	 ☎ 286-6753
公聴広報室	 ☎ 286-6753
町民福祉部

町民生活課	 ☎ 286-6701
次世代育成支援対策室	 ☎ 286-6701
環境対策室	 ☎ 286-6701
健康推進課	 ☎ 286-6702
介護福祉課	 ☎ 286-6703
地域包括支援センター	☎ 286-6750
都市整備部

産業振興課	 ☎ 286-6708
企業立地推進室	 ☎ 286-6708
都市建設課	 ☎ 286-6710
北部開発対策室	 ☎ 286-6713
上下水道課

上水	 ☎ 286-1115
下水	 ☎ 286-6718

教育委員会
生涯学習課	 ☎ 286-6716
学校教育課	 ☎ 286-6717

会計課	 ☎ 286-6707
監査委員事務局	 ☎ 286-6730
議会事務局	 ☎ 286-6715

保健センター	 ☎ 286-6101
消防本部	 ☎ 286-3301
図書館	 ☎ 286-1930
文化会館	 ☎ 286-1123
子育て支援センター	 ☎ 238-3233
働く女性の家	 ☎ 237-6440
シルバー人材センター	 ☎ 286-2992
屋内温水プール	 ☎ 286-1800

（財）公共施設等管理公社	 ☎ 286-1800
社会福祉協議会	 ☎ 286-6953

お問い合わせ
役場代表
☎	 286 - 1111

Information
on living
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表 井 商 事
おもていしょうじ

〈営業日〉金・土・日　〈営業時間〉AM10：00 〜 PM6：30
内灘町鶴ヶ丘 2 − 24　TEL （076）286 − 4118

※この地で 30 年の信頼と実績！
※一度お立ち寄り下さい。楽しめます！

東京都・JRその他私鉄の
忘れ物・落とし物販売の店

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

町
民
生
活
課

F
A
X	
2
8
6
・
6
7
0
4

e
メ
ー
ル

chom
inseikatsu@

tow
n.uchinada.lg.jp

募
集	

減
塩
味
噌
づ
く
り	

参
加
者
募
集

日
時	

平
成
20
年 

1
月
9
日
（
水
）・
10
日
（
木
） 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

会
場	

石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』（
金
沢
市
才
田
町
）

費
用	

1
升
に
つ
き
2
，5
0
0
円
前
後

（
桶
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

募
集
数	

1
日
に
つ
き
50
升
ま
で 

（
お
一
人
様
2
升
ま
で
）

申
込
期
間	

12
月
20
日
（
木
）
〜
22
日
（
土
）

※	

参
加
当
日
は
各
自
9
時
ま
で
に
会
場
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

※	

簡
単
な
昼
食
を
用
意
し
ま
す
が
別
料
金
で
す
。

（
2
5
0
〜
3
0
0
円
程
度
）

※	

応
募
は
50
升
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※	

必
ず
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

健
康
づ
く
り
推
進
員　

吉
村

☎	

2
8
6
・
2
1
7
2

お
知
ら
せ	

所
得
税
等
の
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」を	

発
行
し
ま
す

老
齢
者
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
ほ
か
、
身
体
障

害
者
に
準
ず
る
者
等
と
し
て
市
町
村
長
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
、
所
得
税
や
住
民
税

の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
等

と
同
等
程
度
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
い
た
し

ま
す
。

こ
の
認
定
書
を
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告

の
際
提
出
す
る
こ
と
で
、
障
害
者
控
除
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

1	

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
と
同
等
の
障
害
程
度
に
あ
る
方

2	

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同

等
の
障
害
程
度
（
認
知
症
の
状
態
に
あ
る
高
齢

者
を
含
む
）
に
あ
る
方

3	

常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介
護
を
必
要

と
す
る
寝
た
き
り
の
方
（
6
ヶ
月
以
上
臥
床

し
、
食
事
・
排
便
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る

状
態
）

認
定
証
の
申
請

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
に
よ
り

介
護
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
介
護
福
祉
課
窓
口
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

介
護
福
祉
課

お
知
ら
せ	

担
い
手
積
立
年
金	

（
農
業
者
年
金
）

農
業
者
の
た
め
の
公
的
な
積
立
年
金
で
ゆ

と
り
あ
る
老
後
を
。

○	

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で

○	

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

○	

60
歳
未
満
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
つ
き
で
す
。

公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
担

い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

産
業
振
興
課
（
農
業
委
員
会
）

お
知
ら
せ	

年
末
の
交
通
安
全
県
民

運
動
の
実
施

年
末
の
気
ぜ
わ
し
さ
な
ど
か
ら
く
る
交
通

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
の

交
通
安
全
県
民
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
北
陸
3
県
統
一
で
行
わ
れ
ま
す
。

期
間	
12
月
11
日
（
火
）
〜 

12
月
20
日
（
木
）ま
で
の
10
日
間

北
陸
3
県
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う　

雪
の
ふ
る
里　

北
陸
路
」

広告
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お
知
ら
せ	

道
路
除
雪
作
業
に

ご
協
力
を
！

町
民
の
暮
ら
し
と
足
を
守
る
た
め
、
道
路

除
雪
延
長
約
1
2
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
積
雪

状
況
に
応
じ
て
早
朝
ま
た
は
夜
間
に
、
除
雪

車
で
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

除
雪
車
に
近
づ
く
の
は
大
変
危
険
で
す
。

道
路
へ
垂
れ
た
木
の
枝
や
倒
れ
や
す
い
竹

は
、
降
雪
の
前
に
切
っ
て
下
さ
い
。

道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
枝
や
木
に
付
い

た
氷
等
が
落
下
し
て
、
通
行
中
の
車
や
人
に

損
害
を
与
え
た
場
合
、
所
有
者
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 

路
上
駐
車
は
万
人
の
迷
惑
!!

■ 

自
宅
前
の
除
雪
は
皆
さ
ん
の
手
で

■ 

道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い
で
!!

■ 

消
防
水
利
の
除
雪
に
ご
協
力
を

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

都
市
建
設
課

お
知
ら
せ	

第
8
回
特
別
弔
慰
金
の

申
請
の
ご
案
内

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
17
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
り
、
ご
遺
族
お
一
人
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

1 

平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

2 

戦
没
者
等
の
子

3 
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

㋐
父
母 

㋑
孫 

㋒ 

祖
父
母 

㋓
兄
弟
姉
妹

4 

右
記
3
以
外
の

㋐
父
母 
㋑
孫 
㋒ 

祖
父
母 

㋓
兄
弟
姉
妹

5 

右
記
1
か
ら
4
以
外
の
3
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

請
求
期
限 

平
成
20
年
3
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

町
民
生
活
課

お
知
ら
せ	

1
時
間
で
わ
か
る

「
脳
卒
中
を
防
ぐ
食
事
」

日
時 

平
成
20
年
1
月
9
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
所 

内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
室

講
師 

金
沢
学
院
短
期
大
学

食
物
栄
養
学
科 

相
良
多
喜
子
教
授

内
容 

脳
卒
中
の
再
発
予
防
、
高
齢
者

の
食
生
活
に
つ
い
て

対
象 

脳
卒
中
等
で
身
体
に
障
害
の
あ

る
高
齢
者
や
そ
の
家
族

申
込
締
切 

平
成
20
年
1
月
7
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ	

高
齢
者
虐
待
防
止
・

見
守
り
ネッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

第
1
回 

12
月
13
日
（
木
）

「
高
齢
者
虐
待
と
は
、
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
」

第
2
回 

平
成
20
年
1
月
17
日
（
木
）

「
経
済
的
虐
待
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
、

成
年
後
見
制
度
の
活
用
と
財
産

管
理
の
方
法
」

第
3
回 

平
成
20
年
1
月
31
日
（
木
）

「
虐
待
ケ
ー
ス
相
談
か
ら
対
応
の

流
れ
、
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
」

時
間 
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場 
内
灘
町
役
場　

町
民
ホ
ー
ル

※ 

な
る
べ
く
3
回
通
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

25％OFF
25周年

アニバーサリーフェア
オール

（一部除外品あり）

内灘町向粟崎 5-23-2　TEL：238-7070

売出
期間

12/5水〜
12/30 日

雪捨ては放水路左岸で

内灘大橋

内灘橋 宮坂大根布

金沢医科
　　大学

放
水
路
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜

〜

ここ

内灘町宮坂ホ 73 番地
TEL：286-2051　FAX：286-5455

新築住宅は平成 18 年 6 月から
既存住宅は平成 20 年 5 月末までに
住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。
ご用命は当店まで。

住宅用火災警報器の設置・取り付けいたします

有限会社 宮本防災工業
各種防災機器取扱店

広告
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冬
期
間
に
河
北
郡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
利
用
さ

れ
る
方
へ

■	

あ
ら
か
じ
め
積
雪
状
況
等
を
電
話
で
ご
確

認
の
上
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■	

そ
の
他
、係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

積
雪
時
に
お
け
る
ご
み
収
集
に
つ
い
て

1	

除
雪
の
励
行

■	

ご
み
収
集
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
狭

い
道
路
及
び
生
活
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

2	

ご
み
の
出
し
方

■	

冬
期
間
は
、
道
路
状
況
に
よ
り
収
集
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■	

積
雪
に
よ
り
、
ご
み
収
集
車
が
通
行
で
き

な
い
場
合
、
ご
み
収
集
車
が
通
行
可
能
な

道
路
ま
で
ご
み
を
持
ち
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

3	

豪
雪
時
に
お
け
る
収
集
の
停
止
に
つ
い
て

■	

収
集
が
困
難
な
状
況
の
場
合
、
町
か
ら
該

当
地
区
へ
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
持
ち
込
み
に
つ
い
て

河
北
郡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
河
北
郡

市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
受
付
業
務
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■	

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

☎	

2
8
8
・
4
5
4
5

■	

町
民
福
祉
部　

環
境
対
策
室

冬
期
間
・
年
末
年
始
の
ご
み
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

積
雪
時
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

年
内
の
も
え
る
ご
み
の
収
集
は
12
月
31
日（
月
）ま
で
行
い
ま
す
。

1
月
1
日
〜
3
日
は
収
集
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成 19年度  入札契約一覧

■	 総合評価方式とは、価格に加えて価格以外の要素（企業の技術力・企業の信頼性及び社会性）を含めて総合的に評価する新しい落札者決定方式です。
■	 内灘町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の公表をしています。対象は予定価格 130 万円以上の建設工事です。

総合評価による落札者決定方式 税込み・単位 : 円・点

入札名 落札業者 入札金額 価格評価点 技術評価点 総合評価点

1 10 月 15 日 内灘町コミュニティバス運行委託業務（月額） 日本海観光バス（株） 2,782,500 300 170 470

物品購入・委託業務等 税込み・単位 : 円

入札名 落札業者 契約金額

1 10 月 17 日 下水道台帳作成委託業務 （株）東洋設計 787,500 

2 〃 内灘町耐震改修促進計画策定業務委託 （株）日本海コンサルタント 1,890,000 

3 〃 西荒屋地内排水路改修工事実施設計委託業務 （株）東洋設計 1,018,500 

4 11 月 1日 救急用無線電話装置（単複信型）購入 銀扇産業（株） 1,785,000 

5 11 月 5 日 特別養護老人ホーム夕陽ヶ丘苑増築工事実施計画及び 
工事監理委託業務 （株）浦建築研究所 34,125,000 

予定価格公表工事 130 万円以上 税込み・単位 : 円

入札名 落札業者 契約金額 予定価格 落札率（%）

1 10 月 17 日 福祉センター浴場自動制御盤改修工事 アムズ（株） 1,102,500 1,313,550 83.93 

2 〃 向陽台浄水場取水ポンプ設置工事 荏原商事（株）金沢支店 4,200,000 4,725,000 88.89 

3 〃 排水路防護柵改修工事（その 1） 氷見山産業 3,381,000 3,564,750 94.85 

4 〃 排水路防護柵改修工事（その 2） （株）岡田工業 4,620,000 4,888,800 94.50 

5 〃 鶴ヶ丘 2 丁目地内消雪管布設等工事 橋爪興業 3,832,500 4,100,250 93.47

6 〃 宮坂地内消雪井戸清掃改修工事（No.27） （株）ミナトドリリング 2,502,675 3,575,250 70.00 

7 〃 内灘町野球場フェンス改修工事 （株）エーティーアール 2,047,500 2,128,350 96.20

8 10 月 22 日 内灘中学校校舎改築工事（昇降機設備） フジテック（株）北陸支店 16,380,000 19,249,650 85.09

9 〃 内灘町文化会館温水ボイラー取替工事 菱機工業（株） 6,247,500 6,843,900 91.29 

10 〃 緑台地内舗装改良工事 （株）金沢舗道 18,480,000 19,574,100 94.41

11 〃 蓮湖渚公園整地及び地盤改良工事 （株）茶谷組 14,122,500 14,757,750 95.70 

12 〃 幹 12 号宮坂南線消雪さく井工事 大和アクアグラン（株） 17,220,000 18,179,700 94.72 

13 〃 幹 3 号向粟崎線消雪管改修工事 （株）津幡工業 5,565,000 6,009,150 92.61 

14 〃 内灘町温水プール全熱交換器改修工事 ネオ工業（株） 3,239,250 3,350,550 96.68 

15 11 月 1日 内灘町コミュニティバス バス停設置工事 ヨシダ宣伝（株） 3,307,500 3,513,300 94.14 

16 〃 西荒屋地内側溝新設工事 オカノ（株） 6,583,500 6,863,850 95.92 

17 〃 幹 12 号宮坂南線道路築造工事（その 16） （有）西川土木 12,915,000 13,626,900 94.78 

18 〃 幹 12 号宮坂南線道路築造工事（その 17） 中居土建（株） 17,325,000 18,149,250 95.46 

19 〃 西荒屋室 45 号線舗装工事 （株）ソテック 4,895,100 6,993,000 70.00 

20 〃 準幹 1 号線舗装改良工事 （株）ホクエツロード 9,030,000 9,570,750 94.35 

営業日 営業時間

12/29 土 午前8時30 分〜午後 3時

30 日 午前8時30 分〜正午

31 月

年末・年始休場日
1/1 火

2 水

3 木

4 金 午前8時30 分〜午後 4時

※	年末年始にごみを持ち込みされる方は、
大変混み合いますので、あらかじめ利用
状況等を電話でご確認の上、お持ち込
みください。
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平
成
20
年
内
灘
町
成
人
式
の
ご
案
内

日
時	

平
成
20
年
1
月
13
日（
日
） 

午
前
10
時
〜

会
場	

内
灘
町
文
化
会
館

対
象
者	

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら 

昭
和
63
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
方

な
お
、
昨
年
ま
で
は
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
お
名
前
を
全
て
掲
載
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
等
か
ら

今
年
か
ら
お
名
前
の
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
仕
事
、
学
業
等
で
町
外
に
住
民
票

の
あ
る
方
で
当
町
の
成
人
式
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
文
化
会
館

☎	

2
8
6
・
1
1
2
3

F
A
X	

2
8
6
・
1
1
3
2

「
お
母
さ
ん
応
援
」
講
座
（
全
4
回
）

お
仕
事
で
忙
し
い
方
で
も
簡
単
に
で
き
ま

す
。
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
為
に
手
作
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間	

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

会
場	

働
く
女
性
の
家

受
講
料	

7
，0
0
0
円（
4
回
分
材
料
費
含
む
）

※	

3
・
4
回
の
生
地
を
ご
自
分
で
準
備
さ
れ
る
方
は 

4
，
0
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

募
集
定
員	

15
名
（
抽
選
）

締
切
日	

12
月
21
日
（
金
）

申
し
込
み
先　

働
く
女
性
の
家

e
メ
ー
ル

jyosei@
tow
n.uchinada.ishikaw

a.jp

乳
幼
児
期
・
子
育
て
講
演
会

子
育
て
の
大
切
さ
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
。

日
時	

平
成
20
年
1
月
19
日
（
土
） 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所	

内
灘
町
役
場　

町
民
ホ
ー
ル

内
容	

「
働
き
な
が
ら
す
す
め
る
子
育
て
」 

講
師　

丹
羽 

俊
夫　

氏
（
金
城
大

学
短
期
大
学
部
日
本
画
主
任
教
授
）

入
場
料	
無
料
（
託
児
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
）

主
催	
豊
か
な
心
を
育
む
内
灘
町
民
会
議 

内
灘
町
立
保
育
所

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

町
立
保
育
所

シ
ン
ク
ロ
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
の
お
知
ら
せ

水
の
中
で
楽
し
く
シ
ン
ク
ロ
ダ
ン
ス
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
!

日
時	

12
月
23
日
（
日
） 

午
後
1
時
〜
2
時
30
分

場
所	

内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

対
象	

1
3
3
㎝
以
上
の
小
学
生

参
加
費	

5
0
0
円
（
保
険
料
・
菓
子
代
等
）

申
込
締
切	

12
月
20
日
（
木
）

主
催	

内
灘
町
水
泳
協
会

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

県
シ
ン
ク
ロ
委
員　

喜き

成な
り

清き
よ

恵え

☎	

0
9
0・8
2
6
6・4
5
4
5（
17
時
以
降
）

F
A
X	

2
9
1
・
4
7
6
1

e
メ
ー
ル	

k5-vespa@
ezw
eb.ne.jp

※	

F
A
X
・
メ
ー
ル
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
性
別
・
生
年
月
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

お
は
な
し
の
会
「
が
ら
が
ら
ど
ん
」
の
皆

さ
ん
が
、
絵
本
や
紙
芝
居
を
読
ん
だ
り
、
簡

単
な
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
す
。

日
時	

12
月
8
日
（
土
） 

午
前
10
時
30
分
〜

場
所	

文
化
会
館　

1
階　

和
室

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
立
図
書
館　

☎ 

2
8
6
・
1
9
3
0

第 3 日曜日は家庭の日
家庭や行事は、家族と共に過ごし、
絆を深めましょう。

携帯ストラップを作ろう（バーナーワーク体験）

受講料：1,000 円

12/8（土）・26（水）　
1/26（土）

オリジナルコップを作ろう（吹きガラス体験）

受講料：2,000 円

12/9（日）・15（土）
1/19（土）・30（水）

ガラスに絵を描こう（サンドブラスト体験）

受講料：ガラス製品持参

12/22（土）　
1/12（土）・20（日）

古着・古紙類の無料回収（予約不要）

時間：午前 9 時〜正午 
場所：エコみらい河北正面出入口

12/16（日）

問い合わせ・ご予約先
河北郡市広域事務組合「エコみらい河北」 
☎ 288-4545

「エコみらい河北」	
体験教室等のご案内（要予約）

第 1 回
お正月アレンジメント
※ 玄関用お正月飾りを作ります。

12 月 27 日（木）

第 2 回
コサージュ作り
※ 卒業式・入学式用手作りコサージュ

1 月 25 日（金）

第 3 回
手作りバック
※入園・入学用のバック・体育袋等

2 月 8 日（金）

第 4 回
手作りバック
※入園・入学用のズック袋・コップ袋等

2 月 22 日（金）

お問い合せ先
教育委員会生涯学習課
☎	 286-6716
働く女性の家
☎・FAX  237-6440

Wind of 
Learning
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「
男
の
料
理
教
室
」
開
催

料
理
を
全
く
し
た
こ
と
の
な
い

方
か
ら
、
プ
ロ
な
み
の
上
手
な
方

ま
で
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時	

平
成
20
年
1
月
20
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

場
所	

清
湖
小
学
校

募
集
人
数

約
15
名
（
55
歳
〜
65
歳
位
の
男
性
の
方
）

参
加
費	

無
料

締
切	

平
成
20
年
1
月
9
日
（
水
）

※	

肉
料
理
か
魚
料
理
の
ど
ち
ら
か
選
べ
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
希
望
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
各
公
民
館

に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

2
8
6
・
6
9
5
3

新
春
凧
揚
げ
大
会

日
時	

平
成
20
年
1
月
13
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜
正
午

会
場	

内
灘
海
水
浴
場

問
い
合
わ
せ
先

日
本
海
内
灘
砂
丘
凧
の
会

☎ 

2
3
9
・
4
5
5
3

※	

お
問
い
合
わ
せ
は
平
日
午
前
中
に
お
願

い
し
ま
す

公
共
施
設
等
管
理
公
社
よ
り	

年
末
年
始
の
営
業
案
内

年
末
年
始
の
営
業
は
左
記
の
通

り
で
す
。
1
月
4
日
よ
り
平
常
営

業
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
20

年
1
月
8
日
（
火
）
に
、
施
設
点

検
の
た
め
、
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

12
月
11
日
（
火
）
は
プ
ー
ル
の

み
臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。（
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
通
常
通
り
利
用
で
き

ま
す
）

※	

福
祉
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
は
12
月
29
日

（
土
）〜
1
月
3
日（
木
）ま
で
と
8
日

（
火
）は
運
休
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
得
な
11
枚
綴
り
の
内
灘
町
体

育
施
設
使
用
回
数
券
は
平
成
21
年

3
月
末
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
県
立
自
転
車
競
技
場
を
除
く
ど
の
体
育

施
設
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
セ
ン
タ
ー

☎ 

2
8
6
・
3
1
0
0

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎ 

2
8
6
・
3
7
6
6

屋
内
温
水
プ
ー
ル【
管
理
公
社
事
務
局
】

☎ 

2
8
6
・
1
8
0
0

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム	

脱
出
応
援
し
ま
す
！

ピ
ラ
テ
ィ
ス
入
門
ク
ラ
ス
増

設
！
ヨ
ガ
新
設
！

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

☎ 

2
8
6
・
1
8
0
0
（
担
当 

酒
井
）

12 月 1 月

29 日土 30 日日 31 日月 1 日火 2 日水 3 日木 8 日火

福祉センター展望浴場 10:00 ～
21:30

10:00 ～
18:00 休館 休館 10:00 ～

21:30
10:00 ～

21:30 休館
「ほのぼの湯」

福祉センター「憩」 年末年始 12 月 29 日（土）～ 1 月 1 日（火）は休館させていただきます。
1 月 2 日（水）～ 4 日（金）は素泊まりのみ。1 月 5 日（土）より平常
営業いたします。

休館
サイクリングターミナル  宿泊部門

県立自転車競技場
休館 休館 休館 休館 休館 休館 休館

歴史民俗資料館・風と砂の館

サイクリングターミナル 11:00 ～
18:00

11:00 ～
18:00 休館 休館 11:00 ～

18:00
11:00 ～

18:00 休館
「展望レストラン」

サイクリングターミナル浴場 11:00 ～
21:30

11:00 ～
18:00 休館 休館 11:00 ～

18:00
11:00 ～

18:00 休館

屋内温水プール 10:00 ～
18:00

10:00 ～
18:00 休館 休館 10:00 ～

18:00
10:00 ～

18:00 休館
およびトレーニングルーム

向粟崎体育館

年末年始 12 月 29 日（土）～ 1 月 3 日（木）は休館させていただきます。
1 月 4 日（金）より平常営業いたします。 休館

勤労者体育センター

武道館

弓道場

野球場

総合公園テニスコート

鶴ヶ丘テニスコート

年末年始の営業案内

温水プール

2F研修室

講座名 曜日 時間 期間 回数 定員 受講料

始めようスイミング／初級 月
13:50 〜 15:00 1 月 21 日〜

9 回
15 名 一般 ¥5850

19:20 〜 20:30 3 月 24 日 15 名 中高生 ¥4500

ステップアップスイミング／中級 木
13:50 〜 15:00 1 月 10 日〜

10 回
15 名 一般 ¥6500

19:20 〜 20:30 3 月 13 日 15 名 中高生 ¥5000

マスターズスイミング／上級 金
13:50 〜 15:00 1 月 11 日〜

11 回
15 名 一般 ¥7150

19:20 〜 20:30 3 月 21 日 15 名 中高生 ¥5500

講座名 曜日 時間 期間 回数 定員 受講料

ヨガ 水 14:00 ～ 15:00 1 月16 日〜 3 月19 日 10 回 15 名

一般￥7000
中高生￥6500

エアロビクス 火 19:30 ～ 20:30 1 月15日～ 3 月25日 9 回 15 名

ピラティス

初級・水曜クラス 水 19:20 ～ 20:20 1 月16 日〜 3 月19 日 10 回 15 名

初級・月曜クラス 月 19:20 ～ 20:20 1 月7 日〜 3 月24 日 10 回 15 名

中級 金 19:20 ～ 20:20 1 月11日～ 3 月21日 11 回 15 名
一般￥7700

中高生￥7150

※	休館日および祝祭日については講座はお休みとなります。

屋内温水プール各種教室開催！
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健
康
相
談
会

日
時	

12
月
10
日
（
月
）	

1
月
21
日
（
月
）	

2
月
18
日
（
月
）	

午
後
3
時
～
5
時

会
場	
保
健
セ
ン
タ
ー

■	

子
供
の
育
児
相
談
・
栄
養
相
談	

（
栄
養
相
談
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

■	

健
診
後
の
健
康
相
談

■	

肥
満
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
相
談

■	

心
の
健
康
相
談

す
こ
や
か
ホ
ー
ル
開
放

月
～
金
曜
日	

午
前
9
時
～
正
午

	
	

午
後
1
時
～
5
時

土
曜
日	

午
前
10
時
～
正
午

※	

お
部
屋
で
の
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※	

健
診
・
予
防
接
種
・
教
室
が
あ
る
時
間
帯
と
12
月
14

日
、
21
日
、
28
日
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種

会　
　

場	

保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間	

午
後
1
時
〜
2
時

定
期
の
予
防
接
種（
乳
幼
児
）に
つ
い
て

定
期
の
予
防
接
種
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

予
防
接
種
法
に
基
づ
い
た
定
期
予
防
接
種

と
し
て
無
料
で
接
種
で
き
る
期
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■	

三
種
混
合
予
防
接
種
は
7
歳
半
ま
で

■	

D
T
2
期
（
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
予
防
接

種
）
は
11
歳
〜
13
歳
未
満
ま
で

■	

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
第
1
期

は
1
歳
〜
2
歳
未
満
ま
で

■	

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
第
２
期
は
、

平
成
13
年
4
月
2
日
〜
平
成
14
年
4
月
1

日
生
ま
れ
（
保
育
所
等
の
年
長
児
）
で
、
麻
し

ん
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
お

子
さ
ん
。
接
種
期
間
は
、
平
成
20
年
3
月

31
日
ま
で

■	

ポ
リ
オ
予
防
接
種
は
7
歳
半
ま
で

ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、

「
接
種
券
・
予
診
票
」
を
ご
持
参
の
う
え
、

医
療
機
関
で
お
受
け
下
さ
い
。

「
接
種
券
・
予
診
票
」
が
お
手
元
に
な
い

方
、
既
に
麻
し
ん
又
は
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
お
子
さ
ん
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
予
防
接
種
は
春
と
秋
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
集
団
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
終
了
致
し
ま
し
た
。
ま
だ
接
種
が
済

ん
で
い
な
い
お
子
さ
ん
は
来
年
度
接
種
を
し

ま
し
ょ
う
。
日
程
は
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。な

お
、
予
防
接
種
は
お
子
さ
ん
の
体
調
が

良
い
と
き
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
一
部
自
己
負
担
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

接
種
期
間
は
、
平
成
19
年
12
月
31
日
ま
で

で
す
。

「
接
種
券
・
予
診
票
」
が
既
に
送
ら
れ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
個
別
通
知
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
医
療
機

関
に
事
前
に
予
約
し
、「
接
種
券
・
予
診
票
」

を
ご
持
参
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

「
接
種
券
・
予
診
票
」
が
お
手
元
に
な
い

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。冬

は
乾
燥
し
や
す
く
、
ウ
イ
ル
ス
も
増
殖

し
や
す
い
時
期
で
す
。
体
調
を
整
え
、か
ぜ
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
、
健
康
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

保健センターでは
月に1回、
健康相談日を
設けています。

お気軽に
ご利用ください。

BCG	
接種

3才児	
健診

1才
6か月児健診

4か月児	
健診

3
月
3
日 

月

2
月
4
日 

月

1
月
7
日 

月

2
月
5
日 

火

1
月
8
日 

火

12
月
4
日 

火

2
月
12
日 

火

1
月
15
日 

火

12
月
11
日 

火

2
月
19
日 

火

1
月
22
日 

火

12
月
18
日 

火

健
診
日

19
年
11
月
生

19
年
10
月
生

19
年
9
月
生

16
年
10
月
生

16
年
9
月
生

16
年
8
月
生

18
年
7
月
生

18
年
6
月
生

18
年
5
月
生

19
年
10
月
生

19
年
9
月
生

19
年
8
月
生

対
象
（
平
成
）

Information
from
Public Health 
Center

お問い合わせ
保健センター
☎	 286-6101
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年
齢
別
遊
び

パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ

12
月
は
あ
お
・
き
・
ピ
ン
ク
合

同
の
パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
で
、
12
月
25

日
（
火
）
午
前
10
時
〜
11
時
に
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
し
ま
す
。
緑
台
保

育
所
年
長
組
さ
ん
が
カ
ン
ガ
ル
ー

ム
に
来
て
く
れ
ま
す
。

1
月
の
パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ

● 

あ
お
パ
ン
ダ	

16
日
（
水
）

● 

き
パ
ン
ダ	

23
日
（
水
）

● 

ピ
ン
ク
パ
ン
ダ	

30
日
（
水
）

時
間	
午
前
10
時
〜
11
時

わ
ら
べ
う
た
の
集
い

て
る
て
る
ぼ
ー
ず
の
会

日
時	

毎
週
月
曜
日	

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）	

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

離
乳
食
教
室

ひ
よ
こ
っ
こ
サ
ー
ク
ル

日
時	

12
月
19
日
（
水
）	

午
後
1
時
〜
3
時

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム
と

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト 

「
ほ
ほ
ほ
ほ
ん
」
実
施
日

日
時	

12
月
13
日
（
木
）・
27
日
（
木
）	

1
月
17
日
（
木
）・
24
日
（
木
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

乳
幼
児
発
達
相
談

す
く
す
く
タ
イ
ム

日
時	

1
月
10
日
（
木
）	

午
前
10
時
〜
11
時

交
流
と
育
児
相
談

出
前
カ
ン
ガ
ル
ー
ム

日
時	

１
月
15
日
（
火
）	

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所	

向
粟
崎
保
育
所

乳
児
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
相
談

ス
マ
イ
リ
ー
♡
ベ
ビ
ー

日
時	

12
月
18
日
（
火
）	

1
月
22
日
（
火
）	

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

楽
し
い
集
い

お
い
で
お
い
で

日
時	

毎
週
金
曜
日	

午
前
10
時
30
分
〜
45
分

※	

第
3
金
曜
日
の
お
い
で
お
い
で
後
に
避

難
訓
練

※	

第
2
・
4
金
曜
日
に
身
体
計
測

※	

12
月
28
日
（
金
）
と
1
月
4
日
（
金
）

の
お
い
で
お
い
で
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

今
月
の
催
し

● 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
会

（
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
内
灘
に
登
録
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
活
動
）

日
時	

12
月
11
日
（
火
）	

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

● 

親
子
体
操
教
室

日
時	

12
月
15
日
（
土
）	

午
前
10
時
30
分
〜
11
時	

要
予
約　

20
組 

（
平
成
16
年
４
月
～
平
成
17
年
3
月	

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
対
象
）

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

『
星ほ

し
ぞ
ら空

を
見み

あ
げ上

げ
て
3
6
5
日に

ち

』

	
	
	

一い
ち
に
ち日
一い

ち
わ話
の
星ほ

し
ぞ
ら空
案あ

ん
な
い内

	
	
	
	
		

藤
井 

旭
著

そ
の
日
そ
の
夜
に
見
え
る
星
座

や
流
れ
星
な
ど
、
3
6
5
日
分

の
星
空
を
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を

交
え
て
掲
載
。 

歴
史
的
な
現
象
、

将
来
起
こ
る
楽
し
み
な
現
象
、
星

に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
や
神
話
な

ど
も
併
せ
て
紹
介
。
星
空
を
見
上

げ
た
く
な
る
一
冊
で
す
。

 

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

子こ

ど
も
の
本ほ

ん
の
は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ

	
	

宮み
や
か
わ川 

健た
け
お郎

家か
ぞ
く族
パ
ラ
ド
ク
ス	

斎さ
い
と
う藤 

学
さ
と
る

天て
ん
し
ょ
う
い
ん

璋
院
篤あ

つ

姫ひ
め

と
幕ば

く
ま
つ末
動ど

う
ら
ん乱

	
	

新し
ん
じ
ん
ぶ
つ

人
物
往お

う
ら
い
し
ゃ

来
社

父ち
ち
お
や親

の
品ひ

ん
か
く格		

川か
わ
き
た北 

義よ
し
の
り則

ニ
ッ
ポ
ン
天て

ん
さ
い
で
ん

才
伝	

上う
え
や
ま山 

明あ
き
ひ
ろ博

あ
っ
た
か
土ど

な
べ鍋
ご
は
ん
＋
お
か
ず

	
	

牛う
し
お尾 

理り

恵え

マ
ル
コ
の
東と

う
ほ
う
け
ん
ぶ
ん
ろ
く

方
犬
聞
録

	

マ
ル
コ
・
ブ
ル
ー
ノ

ホ
ー
ム
レ
ス
中

ち
ゅ
う
が
く
せ
い

学
生	

田た
む
ら村 

裕
ひ
ろ
し

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

図
書
館
は
年
末
年
始
の
左
記
の

期
間
、
休
館
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

休
館
日	

12
月
28
日
（
金
）〜	

	

１
月
４
日
（
金
）

な
お
、
12
月
14
日
（
金
）
か
ら

27
日
（
木
）
ま
で
貸
出
冊
数
の
制

限
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
読
め
る
範

囲
で
お
一
人
何
冊
で
も
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

寄
贈
お
礼
に
つ
い
て

金
沢
市
法
人
会
か
ら
、
本
年
も

児
童
図
書
の
購
入
資
金
に
と
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
付

は
平
成
12
年
度
か
ら
毎
年
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

住所
内灘町字向陽台 1-97
開館時間
月〜土曜日／第1・第3日曜日
9時〜17時
休館日
第 2・第 4日曜日・祝日

●	施設管理日として12月
28日（金）の午後を閉
館とします。

●	12月29日〜1月3日 は
閉館します。

図書館に対するご意見
ご感想をお寄せください。

Tosyokan
Jyoho

お問い合わせ・予約
内灘町立図書館
☎	 286-1930	
FAX	 286-1931

Kangaroom
Uchinada

お問い合わせ・予約
カンガルーム内灘
☎ & FAX 238-3233
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金
沢
市
・
か
ほ
く
市
・	

津
幡
町
・
内
灘
町	

消
防
通
信
指
令
事
務	

共
同
運
用
開
始

平
成
20
年
3
月
1
日
か
ら
暫
定

運
用
を
行
い
平
成
20
年
4
月
1
日

か
ら
は
消
防
通
信
指
令
事
務
を
本

格
的
に
共
同
運
用
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
火
災
・
救
急
・
救
助

の
1
1
9
番
通
報
は
、
各
消
防
本

部
（
局
）
で
そ
れ
ぞ
れ
受
信
し
て

い
ま
し
た
が
指
令
事
務
の
共
同
運

用
に
よ
り
、
金
沢
市
、
か
ほ
く
市
、

津
幡
町
、
内
灘
町
、
各
市
町
内
か

ら
の
1
1
9
番
通
報
は
、
す
べ
て

金
沢
市
消
防
局
内
に
あ
る
高
機
能

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
一
括
し
て

受
信
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

尚
、
防
火
相
談
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
番
号
2
8
6
・
3
3
0
1
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
荒
屋
公
民
館
で	

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
実
施

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
11
月
11
日
（
日
）
西
荒
屋
地

区
に
お
い
て
、
消
防
団
、
消
防
署

合
同
に
よ
る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

寒
風
吹
き
す
さ
む
中
、
西
荒
屋

地
区
の
住
民
も
参
加
し
て
の
訓
練

が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
寒
く
な
り
、
暖
房
器

具
等
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
ま
す
。「
火
災
の
怖
さ
」「
火
災

に
対
す
る
心
構
え
」
を
再
認
識
し

ま
し
ょ
う
。

防
火
の
マ
ス
コ
ッ
ト
で	

火
の
用
心

〜
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
手
作
り
で
〜

内
灘
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
防
火

診
断
や
、
危
険
物
運
搬
車
両
等
の

立
入
検
査
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
手

渡
す
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
製
し
ま
し

た
。
こ
の
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
が
火
の
用
心

の
願
い
を
込
め
て
毎
年
作
っ
て
お

り
、
今
回
は
『
こ
び
と
』
を
モ
チ

ー
フ
と
し
、
松
ぼ
っ
く
り
を
使
用

し
た
可
愛
ら
し
い
人
形
で
、
温
か

さ
、
優
し
さ
が
伝
わ
る
大
変
す
ば

ら
し
い
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の	

設
置
義
務
化

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の

住
宅
の
寝
室
及
び
階
段
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
お
住
ま
い
の

住
宅
等
は
平
成
20
年
5
月
31
日
ま

で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
消
防
本
部
等
で
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
販
売
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
悪
質
な
訪
問
販
売

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部　

予
防
課

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の	

設
置
に
助
成
し
ま
す
」

対
象
者

■	

内
灘
町
に
住
所
を
有
し
、65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

■	

住
民
税
が
非
課
税
の
方

■	

既
存
の
住
宅
（
新
築
時
は
対
象
外
）

に
設
置

助
成
金
額

購
入
設
置
費
用

（
た
だ
し
、１
0
，0
0
0
円
を
限
度
と
す
る
。）

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

介
護
福
祉
課

☎	

2
8
6
・
6
7
0
3

今
月
の
人
権
・
行
政	

（
心
配
ご
と
な
ん
で
も
）
相
談

相
隣
関
係
、
相
続
、
登
記
、
消

費
生
活
、
福
祉
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時	

12
月
21
日
（
金
）	

午
後
1
時
〜
4
時

場
所	

内
灘
町
働
く
女
性
の
家

秘
密
厳
守
・
無
料

※ 

12
月
10
日
は「
世
界
人
権
デ
ー
」	

で
す
。

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
の

交
付
に
つ
い
て

今
月
の
該
当
者

昭
和
7
年
12
月
2
日
か
ら

昭
和
8
年
1
月
1
日
生
ま
れ
の
方

申
請
受
付
日

12
月
11
日
（
火
）・
12
日
（
水
）

※ 

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、後
日
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

健
康
推
進
課

こ
ど
も
教
育
相
談

小
・
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象

に
し
ま
す
。

受
付
時
間

午
後
1
時
〜
4
時（
月
〜
金
曜
日
）

内
灘
町
教
育
セ
ン
タ
ー

☎	

2
8
6
・
0
1
5
1

マスコット作製の様子

Syobo
Dayori

お問い合わせ
内灘町消防本部
☎	 286-3301
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譲
っ
て
下
さ
い（
希
望
品
）

● 

鶴
ケ
丘
小
学
校
制
服
上
着
（
1
3
0

〜
1
4
0
㎝
） 

● 

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト 

● 

C
D
・
M
D
プ
レ
イ
ヤ
ー 

● 

大
人

用
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
自
転
車 

● 

子
供

用
自
転
車
（
14
イ
ン
チ
） 

● 

ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン 

● 

女
児
ベ
ビ
ー
服
（
1
0
0
〜

1
3
0
㎝
） 

● 

絵
本
（
女
児
向
け
） 

● 

ギ

タ
ー
（
エ
レ
キ
） 

● 

ア
ン
プ 

● 

ギ
タ
ー

練
習
用
テ
キ
ス
ト 

● 

自
転
車 

● 

冷

蔵
庫 

● 

ハ
ム
ス
タ
ー
飼
育
カ
ゴ 

● 

ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド 

● 

弓
道
袴
（
女
性
用
） 

● 
電
子
レ
ン
ジ 

● 

双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

（
横
型
） 
● 
小
学
校
（
大
根
市
・
鶴
ヶ
丘
以

外
）
の
制
服
（
1
3
0
㎝
以
上
） 

● 

チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト 
● 
子
供
用
サ
ー
ク
ル

（
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
） 

● 
天
体
望
遠
鏡 

● 

ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

譲
り
ま
す

● 

エ
ア
ロ
バ
イ
ク 

● 

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ 

● 

プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ 

● 

内
灘
中
学

校
冬
用
ズ
ボ
ン
（
W 

67
㎝
） 

● 

内
灘
中

学
校
夏
ス
カ
ー
ト
（
1
5
5
〜

1
6
0
㎝
） 

● 

タ
テ
笛 

● 

ス
キ
ー

セ
ッ
ト 

● 

鶴
ヶ
丘
小
学
校
女
子

夏
用
安
全
帽 

● 

製
図
機
械 

● 

電
気
ポ
ッ
ト 

● 

女
子
長
袖
体
操

服
（
1
6
0
㎝
） 

● 

ス
ノ
ー
ボ
ー

ド 

● 

ス
キ
ー
板
（
子
供
用
・
大
人

用
） 

● 

保
育
所
制
服
・
体
操
服

（
S
・
M
） 

● 

学
習
机 

● 

内
灘
中

学
校
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
（
M
・
Ｌ
） 

● 

ピ
ア
ノ 

● 

子
供
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
そ
り 

● 

内
灘
中
学
校
女
子
制

服
上
下
（
1
5
0
〜
1
6
0
㎝
）

登
録
で
き
る
品
物

家
具
、
電
気
製
品
、
乗
り
物
、

日
用
雑
貨
、
音
楽
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品
、制
服（
町
内
小
中
学
校
）

※	

無
料
で
の
提
供
の
み
お
取
扱
い
し
ま
す
。

主
に
屋
内
競
技
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
寒
い
の
で
充
分
に
体
を

温
め
て
か
ら
運
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。さ

て
、
先
月
中
旬
に
は
、
各
団

体
へ
左
記
の
配
布
物
を
送
り
ま
し

た
の
で
、
期
限
を
守
り
ご
提
出
及

び
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

1. 

お
い
で
よ
♪
プ
ラ
ッ
ツ
の
ご
協
力

2. 

大
掃
除
の
ご
協
力
願
い	

（
12
月
9
日
町
体
育
施
設
）	

（
町
体
の
み
12
月
23
日
）

3. 

来
年
度
会
員
募
集
の
原
稿
依
頼

4. 

体
育
施
設
使
用
の
注
意

来
年
1
月
中
旬
よ
り
、
お
い
で

よ
プ
ラ
ッ
ツ
♪
と
称
し
、
冬
場
の

体
験
開
放
教
室
を
行
い
ま
す
。
1

月
に
協
力
団
体
が
一
覧
で
き
る
チ

ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、

冬
場
の
運
動
不
足
対
策
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

税
目

■	

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

  　
　
　
　
　
　
　
　

…  

第
３
期

■	

国
民
健
康
保
険
税  

…  

第
9
期

納
期
限

平
成
19
年
12
月
25
日
（
火
）

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

今
月
の
該
当
者

昭
和
18
年
1
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

申
請
受
付
開
始
日 

12
月
18
日（
火
）

※	

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、後
日
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

健
康
推
進
課

12
月
の
は
ま
な
す
大
学
（
第
11
回
）

日
時	

12
月
14
日
（
金
）	

午
後
1
時
30
分
〜

会
場	

内
灘
町
文
化
会
館	

3
階　

視
聴
覚
室

演
題	

分
水
嶺
に
立
つ
今
、	

日
本
は
、
世
界
は

講
師	

北
國
新
聞
社	

論
説
委
員　

米
田 

満　

氏

リサイクルの流れ

不用品リサイクル登録情報 ホームページ	http://www3.town.uchinada.lg.jp/osirase/sittoku/index.htm

プール開放 第 3 日曜 12/16・1/20 10:00 ～ 12:00 温水プール

体育館開放
第 2 日曜 12/9・1 月はお休み 13:00 ～ 16:00 向粟崎体育館

第 4 日曜 12 月お休み・1/27 13:00 ～ 16:00 勤労者体育センター

初心者エアロビクス開放
第 2 金曜 12/14・1/11 10:00 ～ 11:30 勤労者体育センター

第 4 月曜（原則） 12/17（第 3 月曜）・1/28 19:45 ～ 21:00 向粟崎小学校体育館

太極拳 毎週火曜日（第 1 を除く） 13:30 ～ 15:00 向粟崎体育館

12・1月の無料会員開放

※ 体育館は滑るので、必ず内履きをご用意ください。

電話受付時間
月〜金 	 10 時〜 18 時
土 	 13 時〜 17 時

お問い合わせ
スポーツクラブ
プラッツうちなだ事務局
☎ & FAX 286-1231
E-MAIL   info@platz-u.jp

http://platz-u.jp

Welcome
Platz

お問い合わせ・登録
町民福祉部 町民生活課
環境対策室
☎	 286-6701

Shittoku
Jyoho
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新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど
の
休
日
リ
サ
イ
ク
ル

日
時	

12
月
16
日
（
日
）

	

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

	

（
次
回
は
平
成
20
年
4
月
で
す
）

場
所	

田
中
畜
産
食
肉
㈱
内
灘
工

場
前
駐
車
場
（
大
根
布
5
丁
目

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の

持
込
収
集 

時
間	

午
前
7
時
30
分
〜
9
時	

（
時
間
厳
守
・
雨
天
決
行
）

73
㈲
中
山
器
材
産
業
横
）

収
集
品
目	

新
聞
（
チ
ラ
シ
混
入
可
）・

雑
誌
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
（
止
め
金
は

は
ず
し
て
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項	

ビ
ニ
ー
ル
類
は
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。
は
さ
み
、
カ
ッ

タ
ー
類
を
持
参
し
、
そ
の
場
で
ひ

も
類
は
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

診療時間
午前9時〜午後5時30分

ごみ収集カレンダー

12/19（水）
1/16（水） 

● 

向
粟
崎
保
育
所

● 

北
部
保
育
所

● 

白
帆
台
保
育
園 

● 

宮
坂
学
童
保
育
ク
ラ
ブ 

（
旧
宮
坂
保
育
所
） 

12/20（木）
1/17（木） 

● 

緑
台
保
育
所

● 

鶴
ヶ
丘
保
育
所

● 

向
陽
台
保
育
園

12/21（金）
1/18（金） 

● 

鶴
ヶ
丘
東
保
育
所

● 

大
根
布
保
育
所

収集地区 もえる 
ごみ

12 月 1 月
もえない 

ごみ
粗大 
ごみ 資源物 もえない 

ごみ
粗大 
ごみ 資源物

向粟崎 
1 ･ 3 ･ 4 丁目

毎週 
火・金

12 10 18	
19:00 〜 20:00 16 21 22	

19:00 〜 20:00

旭ヶ丘 12 10 18	
18:00 〜 19:00 16 21 22	

18:00 〜 19:00

千鳥台 12 10 18	
19:00 〜 20:00 16 21 22	

19:00 〜 20:00

緑台 12 10 18	
19:30 〜 20:30 16 21 22	

19:30 〜 20:30

向粟崎 
2 ･ 5 丁目

毎週 
月・木

14 11 20	
19:00 〜 20:00 11 15 17	

19:00 〜 20:00

向陽台 14 11 20	
19:30 〜 20:30 11 15 17	

19:30 〜 20:30

アカシア 14 11 20	
19:00 〜 20:00 11 15 17	

19:00 〜 20:00

鶴ヶ丘 
1 ･ 2 ･ 3 丁目 7 4 21	

6:30 〜 7:30 4 8 18	
6:30 〜 7:30

鶴ヶ丘 4 丁目 14 11 28	
6:30 〜 7:30 11 15 25	

6:30 〜 7:30

鶴ヶ丘 5 丁目 7 4 27	
19:00 〜 20:00 4 8 24	

19:00 〜 20:00

大清台 7 4 27	
19:00 〜 20:00 4 8 24	

19:00 〜 20:00

ハマナス 7 4 23	
8:00 〜 8:30 4 8 20	

8:00 〜 8:30

大学 1 丁目 7 4 25	
8:00 〜 9:00 4 8 29	

8:00 〜 9:00

大学 2 丁目

毎週 
火・金

5 3 25	
19:00 〜 20:00 9 7 29	

19:00 〜 20:00

大根布 5 3 25	
18:30 〜 19:30 9 7 29	

18:30 〜 19:30

宮坂 5 3 25	
19:00 〜 20:00 9 7 29	

19:00 〜 20:00

北部土地区画 5 3 25	
19:00 〜 20:00 9 7 29	

19:00 〜 20:00

西荒屋 5 3 25	
18:00 〜 19:00 9 7 29	

18:00 〜 19:00

室 5 3 25	
18:30 〜 19:30 9 7 29	

18:30 〜 19:30

湖西 5 3
25	

11:30 〜 12:00
18:30 〜 19:30

9 7
29	

11:30 〜 12:00
18:30 〜 19:30

前月比 前年同月比

合計 26,829 人 △ 30 +5

男性 12,963 人 △ 7 +6

女性 13,866 人 △ 23 △ 1

世帯数 9,751 △ 2 +93

平成 19 年 A 平成 18 年 B 差引（A-B） 増減率

もえるごみ 584.97（64.43） 597.09（40.90） △ 12.12 △ 2.03%

もえないごみ 22.42 (0.20) 24.59（△ 1.22） △ 2.17 △ 8.82%

粗大ごみ 12.39（△ 0.50） 11.50（△ 6.44) 0.89 7.74%

計 619.78（64.13） 633.18（33.24） △ 13.40 △ 2.12%

町民１人当り（㎏） 23.10（2.41） 23.60（1.23） △ 0.50 △ 2.12%

缶・びん・ペットボトル等 18.13（△ 4.43） 17.02（△ 5.35） 1.11 6.52%

平成19年10月末

〈10月中〉
転入／70人・転出／88人・出生／10人・死亡／22人

平成19年10月分

23
（日）

紺井医院（内・小）	
河北郡内灘町字緑台 1-7 ☎ 238-1277

石倉クリニック（外科・皮） 
河北郡津幡町北中条 40 街区 8 番 ☎ 289-7767

24
（月）

河北中央病院（内） 
河北郡津幡町字津幡ロ 51-2 ☎ 289-2117

藤井産婦人科医院	
河北郡内灘町向陽台 1 丁目 225 ☎ 238-5151

30
（日）

いこま眼科医院	
津幡町津幡ニ 522 ☎ 289-4175

なかお医院 （内）	
かほく市七窪ハ 17-6 ☎ 283-6655

31
（月）

浅野医院（内・小） 
かほく市宇野気リ135 ☎ 283-0002

上島クリニック（婦・産・内）	
河北郡津幡町字清水ア 25 ☎ 289-2233

1
（火）

北谷クリニック（消・外・小・内）	
かほく市高松ア１－１ ☎ 281-8801

二宮内科医院（内・小）	
河北郡津幡町字潟端ト70-8 ☎ 288-3188

2
（水）

山崎耳鼻咽喉科クリニック	
かほく市白尾イ 44-2 ☎ 283-7070

さかきばら内科医院（内・小）	
河北郡津幡町字庄ト1-15 ☎ 288-7770

3
（木）

由雄クリニック（内・循） 
河北郡津幡町字横浜は 50-6 ☎ 288-8584

らいふクリニック（内）	
かほく市白尾ロ 32-1 ☎ 283-6200

6
（日）

松岡医院（内・小）	
津幡町越中坂 90 ☎ 288-1013

秋山クリニック（胃・内・肛門） 
内灘町ハマナス 1-8-1 ☎ 286-8843

1 月

9
（日）

山崎耳鼻咽喉科クリニック 
かほく市白尾イ 44-2 ☎ 283-7070

さかきばら内科医院（内・小） 
河北郡津幡町字庄ト1-15 ☎ 288-7770

16
（日）

由雄クリニック（内・循）	
河北郡津幡町字横浜は 50-6 ☎ 288-8584

らいふクリニック（内） 
かほく市白尾ロ 32-1 ☎ 283-6200

12 月

単位：トン　（　）は対前月比ごみ搬出量内灘町の人口

1月1日〜 3日はもえるごみの収集があ
りませんのでよろしくお願いします。年内
は12月31日（月）まで収集を行ないます。

Gomi
Syusyu

お問い合わせ
町民生活課
環境対策室
☎	 286-6701
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社
会
福
祉
に
対
す
る
寄
付
金
を

頂
き
ま
し
た
。

◆	

工
房 

灘　

様

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
を

頂
き
ま
し
た
。

石
川
県
共
同
募
金
会
や
日
本
赤

十
字
社
石
川
県
支
部
を
通
じ
被
災

者
の
方
々
へ
送
り
ま
す
。

◆	

サ
ロ
ン
鶴
西　

様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

義
援
金
受
付
期
間

平
成
20
年
3
月
31
日
（
月
）
ま
で

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
申
請
は	

お
済
で
し
ょ
う
か
？

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢

が
「
小
学
校
3
年
生
ま
で
」
か
ら

「
小
学
校
6
年
生
ま
で
」
に
拡
大

さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
一
度
も

認
定
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
、
及

び
現
在
6
年
生
児
童
の
保
護
者
の

方
で
、
新
規
ま
た
は
額
改
定
（
増

額
）
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
至
急
認
定
請
求
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。

※ 

所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
、
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

町
民
生
活
課

　

う
ま
れ
た
よ

地じ

げ下　

叶と
う
ま真

義
治
・
恵
子

千
鳥
台
4

中な
か
ば
な端　

千ち

か賀

勝
己
・
有
香

宮
坂

松ま
つ
お生　

楽ら

む夢

宗
大
・
絵
理

大
根
布
8

森も
り
た田　

純あ
つ
な波

純
・
望

向
粟
崎
1

樋と
い　

　

龍り
ゅ
う
し志

大
樹
・
智
代

鶴
ケ
丘
1

寺て
ら
だ田　

乃の

あ愛

良
・
寿
恵

鶴
ケ
丘
5

平ひ
ら
た
い体　

宗そ
う
ま真

和
也
・
里
美

大
根
布
5

伏ふ
し
み見　

綾り
ょ
う
ま馬

安
久
・
沙
織

大
根
布
1

向む
か
い井　

心み
さ
き彩

千
尋
・
直
美

千
鳥
台
1

濱は
ま　
　
一ひ

よ

り

世
莉

昌
和
・
好
美

向
陽
台
1

馬ば

ば

の
場
野　

星せ

な南
宏
之
・
ヒ
デ
子
千
鳥
台
2

岡お
か
べ部　

壮そ
う
し
ゅ
ん

峻

慎
也
・
か
お
る
千
鳥
台
2

　

結
婚
し
ま
し
た

池い
け
だ田　

将
し
ょ
う

旭
ケ
丘

林は
や
し　

    

麻ま

ゆ裕

今い
ま
え
だ枝　

明あ
き
ひ
ろ宏

鶴
ケ
丘
4

田た
な
か中　

智と
も
こ子

黒く
ろ
か
わ川　

武た
け
ひ
ろ宏

向
陽
台
1

谷た
に
ぐ
ち口　

妙た
え
こ子

林は
や
し
　
　

伸の
ぶ
ひ
こ彦

千
鳥
台
4

南な
ん
ぶ部　

由ゆ

か

り
香
利

宮み
や
じ
ま島　

均
ひ
と
し

向
陽
台
1

釜か
も
や親　

あ
い
子こ

金
沢
市

　

お
く
や
み

松ま
つ
だ田　

玉た
ま
え枝

鶴
ケ
丘
4

87
歳

中な
か
つ
か
さ

務　

淑と
し
こ子

旭
ケ
丘

82
歳

岩い
わ
さ
き崎　

雪ゆ
き
こ子

室

55
歳

綱つ
な
た
に谷　

正ま
さ
お夫

向
粟
崎
1

44
歳

梅う
め
お
か岡　

三み

つ

い
ツ
井
鶴
ケ
丘
5

93
歳

越こ
し
の野　

も
ゑ
湖
西

91
歳

山や
ま
ざ
き崎　

タ
ン

緑
台
1

87
歳

蟹か
に
ゆ由　

伸の
ぶ
こ子

鶴
ケ
丘
4

65
歳

柚ゆ
の
き木　

正ま
さ
は
る晴

鶴
ケ
丘
2

53
歳

濱は
ま
で出　

信の
ぶ
こ子

鶴
ケ
丘
4

82
歳

中な
か
さ佐　

初は
つ

大
清
台

103
歳

小こ
や
ま山　

敏と
し
こ子

鶴
ケ
丘
3

87
歳

山や
ま
し
た下　

哲て
つ
も
り盛

向
陽
台
2

51
歳

金か
ね
ま
る丸　

栄え
い
じ次

大
根
布
6

76
歳

日 曜日 主な行事やお知らせの内容

5 水

6 木

7 金 内灘町議会本会議・提案理由の説明 
（14：00、議場）

8 土 クリスマスおはなし会（10：30、文化会館 1 階和室）

9 日

10 月
内灘町議会本会議・町政一般質問（10：00、議場）

健康相談会（15：00、保健センター）

てるてるぼーずの会（10：30、カンガルーム）

11 火
内灘町議会・常任委員会議案審査（12 日まで）

1 才６か月児健診（13：00、保健センター）

アンパンマンの会（10：30、カンガルーム）

12 水

13 木

内灘町議会・各委員会議案審査
うさこちゃんルーム・ほほほほん実施日 

（10：30、カンガルーム）

第一回高齢者虐待防止・ 
見守りネットワーク研修会（13：30、町民ホール）

14 金
内灘町議会本会議・採決等（14：00、議場）

はまなす大学（13：30、文化会館）

15 土 親子体操教室（10：30、カンガルーム、要予約）

16 日 紙類休日リサイクル 
（10：00、田中畜産食肉内灘工場前駐車場）

17 月
町づくり町長談話室（13：00、役場）

てるてるぼーずの会（10：30、カンガルーム）

18 火
４か月児健診（13：00、保健センター）

スマイリーベビー（10：30、カンガルーム）

19 水 ひよこっこサークル（13：00、カンガルーム）

20 木

21 金 人権・行政相談（13：00、働く女性の家）

22 土

23 日 シンクロダンスレッスン 
（13：00、温水プール、申込締切 20 日）

24 月 てるてるぼーずの会（10：30、カンガルーム）

25 火 パンダクラブ（10：00、カンガルーム）

26 水

27 木

第一回お母さん応援講座 
（19：30、働く女性の家、申込締切 21日）

うさこちゃんルーム・ほほほほん実施日 
（10：30、カンガルーム）

28 金 図書館休館（12 月 28 日〜 1 月４日）

29 土 役場閉庁（12 月 29 日〜１月３日）

30 日

31 月

平成19年11月9日まで

Koseki
no
Mado

12月の行事カレンダー
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リサイクルペーパーを使用しています。

〒 920-0292 石川県河北郡内灘町字大学 1 丁目 2 番地 1
TEL （076） 286-1111 / FAX （076） 286-0617
E メール : uchinada@town.uchinada.ishikawa.jp

内灘町まちづくり政策部 情報政策課 公聴広報室（毎月 5 日発行）発  行

● 広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL （076） 286-6753
● 最新情報満載の内灘町のホームページをどうぞ御活用ください。

http://www.town.uchinada.lg.jp/　

旭
ヶ
丘
町
会
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ア

イ
・
キ
ャ
ッ
チ
」
が
発
足
し
た
の
は
、
去
年

の
3
月
。
規
約
作
り
か
ら
始
め
、
ま
さ
し
く

一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
用
具
の
調
達

で
は
、
不
足
す
る
分
を
町
会
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
寄
付
金
で
ま
か
な
い
ま

し
た
。
名
称
は
子
ど
も
た
ち
を
「
見
守
る
」

と
い
う
思
い
か
ら
「
e
y
e
」
と
「
愛
」
を

か
け
て
ア
イ
・
キ
ャ
ッ
チ
と
し
ま
し
た
。
現

在
メ
ン
バ
ー
は
35
名
、
退
職
さ
れ
た
方
等
が

中
心
で
、
な
か
に
は
90
歳
を
こ
え
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

私
は
そ
こ
で
総
隊
長
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
大
事
な
も
の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

ま
た
、
学
校
の
時
間
割
に
よ
っ
て
は
暑
さ
寒

さ
関
係
な
く
3
時
間
以
上
外
で
立
っ
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
等
、
厳
し
い
部
分
も
あ
り
、

し
っ
か
り
と
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
っ
て

や
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
も
の
は
、
自

分
の
生
き
方
に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
辛
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
我
々
の

姿
を
み
て
、
子
ど
も
た
ち
が
公
共
性
や
互
い

に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
で
く
れ
た
ら

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と

未
来
は
犯
罪
も
減
り
、
す
ば
ら
し
い
社
会
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
大だ

い

門も
ん

秋あ
き

美み

さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

荒あ
ら

俣ま
た

賢け
ん

正せ
い

さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毎
回
出
場
者
に
次
回
出
場
者
を
リ
レ
ー
方
式
で
紹
介

問い合わせ先 : まちづくり政策部　情報政策課

広報うちなだ、内灘町ホームページに
広告を載せませんか!

広告料は6ヶ月以上連続掲載申込みで1割、
12ヶ月連続申込みで2割が割引され、断然お得になっています。

広報うちなだ
■ 8 分の 1 ページ相当（58mm × 89mm）	 10,000 円／ 1 月
■ 4 分の 1 ページ相当（58mm × 180mm）	 20,000 円／ 1 月

内灘町ホームページ
※ バナー広告で、1ヶ月を単位とし毎月 1 日を基準日とします。

■ 1 枠（縦 50 ピクセル×横 125 ピクセル）	 5,000 円／ 1 月

次回のまいどさんは荒俣さんから
誰にバトンタッチするのかお楽しみに !

有料広告募集のお知らせ議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

内
灘
町
議
会
の
ご
案
内

　
（
委
員
会
も
傍
聴
で
き
ま
す
）

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
7
日（
金
）〜
14
日

（
金
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■	

7
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

	

　

本
会
議
（
提
案
理
由
の
説
明
）

■	

10
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

	

　

本
会
議
（
町
政
一
般
質
問
）

■	

11
日
（
火
）
〜
12
日
（
水
）

	

　

常
任
委
員
会
議
案
審
査

■	

13
日
（
木
）
各
委
員
会
議
案
審
査

■	

14
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

	

　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

	

問
い
合
わ
せ
先	

議
会
事
務
局

	
	

☎ 

2
8
6
・
6
7
1
5

今月は
荒
あ ら

俣
ま た

賢
け ん

正
せ い

さん
町
へ
一
言　

■	

改
革
の
な
か
で
も
、
な
る
べ
く
住

民
一
人
ひ
と
り
に
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
、
無
駄
を
省
く
方
向

で
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。


